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一
　
は
じ
め
に

　

白
居
易
の
詩
に
は
、﹁
我
﹂﹁
吾
﹂﹁
余
﹂﹁
予
﹂
な
ど
の
一
人
稱
代

名
詞
を
除
い
て
、
自
ら
を
對
象
と
し
て
認
定
、
自
認
す
る
﹁︿
自
稱
﹀

表
現
﹂
が
、
數
多
く
見
ら
れ
る
。
私
見
で
は
、
そ
う
し
た
︿
自
稱
﹀

表
現
は
、
二
百
數
十
種
、
數
百
例
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
ら
の
一
部
は
複
合
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
截
然
と

區
分
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
筆
者
は
、
先
に
、
白
居
易
の
官
職
・

身
體
・
年
齡
・
詩
酒
に
關
連
し
た
︿
自
稱
﹀
表
現
に
つ
い
て
小
論
を

書
き
、
そ
う
し
た
︿
自
稱
﹀
表
現
か
ら
讀
み
取
れ
る
白
居
易
の
心
理

や
內
面
世
界
の
一
端
に
つ
い
て
、
初
歩
的
な
分
析
と
考
察
を
行
っ

た︵
１
︶。

　

小
稿
で
は
、
紙
幅
の
關
係
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
︿
自
稱
﹀
表

現
、
す
な
わ
ち
佛
教
や
道
教
な
ど
宗
教
的
な
も
の
、
及
び
花
木
や
庭

園
な
ど
趣
味
的
な
も
の
、
謙
稱
・
卑
稱
的
な
も
の
、
姓
や
字
に
よ
る

も
の
、
そ
の
他
に
つ
い
て
、
前
稿
と
同
じ
く
主
な
作
例
に
卽
し
て
初

歩
的
な
檢
討
を
加
え
た
い
。︵
な
お
、
前
稿
・
小
稿
と
も
に
、
客
體
化
を

裝
っ
た
表
現
も
、
す
べ
て
︿
自
稱
﹀
表
現
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。︶

白
居
易
の
詩
に
お
け
る
〈
自
稱
〉
表
現

―
― 

宗
教
・
謙
稱
・
姓
字
に
卽
し
て 

―
―

高　

橋　

良　

行
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二
　
宗
教
的
、
趣
味
的
〈
自
稱
〉
表
現

　

白
居
易
の
生
活
と
人
生
に
深
い
影
響
を
與
え
た
佛
教
や
道
教
な
ど

の
宗
教
、
及
び
隱
遁
に
由
來
す
る
︿
自
稱
﹀
表
現
と
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る︵

２
︶。

　

 

居
士
・
病
居
士
・
痩
居
士
・
老
居
士
・
白
衣
居
士
・
白
衣
・
淨
名

居
士
・
詩
僧
・
靈
山
客
・
弟
子
・
長
齋
客
・
醫
王
・
毘
耶
長
者
・

道
士
・
渭
浦
棲
遲
客
・
園
公
・
商
嶺
老
人
・
中
隱
士
・
商
皓
・
枚

叟
・
滄
浪
子
・
漁
翁
・
陶
元
亮
な
ど  

　　

ま
ず
、﹁
居
士
﹂
の
自
稱
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
白
居
易
は
、
江

州
時
代
か
ら
僧
侶
と
は
深
い
交
流
が
あ
っ
た
が
、
杭
州
刺
史
以
降
、

齋
戒
を
始
め
、
長
慶
末
年
か
ら
は
本
格
的
に
佛
道
修
行
を
行
っ
て
い

る
の
で︵

３
︶、
文
字
通
り
在
家
信
者
た
る
居
士
を
名
乘
る
の
は
自
然
な
こ

と
で
あ
っ
た
。
開
成
三
年
︵
八
三
八
、
六
十
七
歳
︶
の
作
﹁
自
詠
﹂︵
卷

六
十
七　

三
三
八
〇
︶
に
は
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

　
　

鬚
白
面
微
紅　
　

鬚
白
く
し
て　

面
微わ

づ

か
に
紅
な
り

　
　

醺
醺
半
醉
中　
　

醺
醺
た
り　

半
醉
の
中

　
　

百
年
隨
手
過　
　

百
年　

手
に
隨
ひ
て
過
ぎ

　
　

萬
事
轉
頭
空　
　

萬
事　

頭
を
轉
じ
て
空
し

　
　

臥
疾
瘦
居
士　
　

臥
疾
す　

瘦
居
士

　
　

行
歌
狂
老
翁　
　

行
歌
す　

狂
老
翁

　
　

仍
聞
好
事
者　
　

仍
ほ
聞
く　

好
事
の
者

　
　

將
我
畫
屛
風　
　

我
を
將も

つ
て
屛
風
に
畫
く
と

　

前
半
四
句
で
は
、
病
中
、
半
醉
の
面
貌
と
時
の
速
さ
へ
の
感
慨
を

べ
、
該
句
に
は
、
こ
の
時
の
白
居
易
が
自
ら
思
い
描
く
、
病
氣
が

ち
な
痩
せ
ぎ
す
の
在
家
佛
教
信
者
と
、
行
吟
す
る
詩
に
と
り
つ
か
れ

た
老
人
と
い
う
自
畫
像
の
兩
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
七
・
八
句
に

よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
白
居
易
を
屛
風
に
描
く
人
が
い
る
と
い
う
の
も

お
も
し
ろ
い
。

　

ま
た
、
長
慶
四
年
︵
八
二
四
、
五
十
三
歳
︶、
杭
州
刺
史
の
時
の

作
﹁
北
院
﹂︵
卷
五
十
三　

二
三
四
二
︶
に
は
、﹁
還
如
病
居
士
、
唯

置
一
牀
眠
﹂、
私
は
や
は
り
病
氣
の
居
士
の
よ
う
に
、
た
だ
ひ
と

つ
の
ベ
ッ
ド
を
置
い
て
眠
る
だ
け
だ
、
と
あ
り
、﹁
居
士
﹂
に
身

體
の
情
況
を
表
す
﹁
病
﹂
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。
後
の
會
昌
二
年

︵
八
四
二
、
七
十
一
歳
︶、
白
居
易
の
妻
の
兄
で
あ
る
楊
汝
士
か
ら
の
書

簡
に
返
事
と
し
て
送
っ
た
﹁
以
詩
代
書
、
酬
慕
巢
尙
書
見
寄
﹂︵
卷
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六
十
九　

三
五
八
〇
︶
で
も
、
病
氣
の
居
士
た
る
自
己
を
表
明
し
て
い

る
。

　

開
成
三
年
頃
、
酒
好
き
の
皇
甫
曙
か
ら
再
び
酒
を
勸
め
ら
れ
た

の
に
對
し
、
戲
れ
に
答
え
た
﹁
戲
皇
甫
十
再
勸
酒
﹂︵
補
遺
卷
十   

三
七
六
七
︶
で
は
、﹁
淨
明
居
士
﹂
と
稱
し
て
、
自
ら
を
居
士
の
元
祖

と
も
い
う
べ
き
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら
え
て
お
り
、
他
の
詩
で
は
、
同
じ

く
維
摩
詰
を
意
味
す
る
﹁
毘
耶
長
者
﹂
や
、
在
家
居
士
を
意
味
す
る

﹁
白
衣
﹂﹁
白
衣
居
士
﹂
と
い
う
自
稱
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
長
慶
四

年
、
太
子
左
庶
子
分
司
の
時
の
﹁
愛
詠
詩
﹂︵
卷
五
十
三　

二
三
七
〇
︶

で
は
、﹁
坐
倚
繩
牀
閑
自
念
、
前
生
應
是
一
詩
僧
﹂
と
、
自
ら
を
中

唐
あ
た
り
か
ら
出
現
す
る
﹁
詩
僧
﹂
に
擬
し
た
作
も
あ
る
。
な
お
、

﹁
香
山
居
士
﹂
は
晩
年
の
最
も
重
要
な
自
稱
詞
だ
が
、﹁
醉
吟
先
生
﹂

と
同
じ
く
、
詩
の
本
文
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
言
及
し

な
い
。

　

居
士
の
ほ
か
に
﹁
道
士
﹂
と
い
う
自
稱
も
見
ら
れ
る
。
會
昌
元
年

︵
八
四
一
、
七
十
歳
︶
の
作
﹁
病
中
數
會
、
張
道
士
見
譏
、
以
此
答
之
﹂

︵
卷
六
十
九　

三
五
六
七
︶
に
は
、﹁
張
道
士
輸
白
道
士
、
一
盃
沆
瀣
便

逍
遙
﹂
と
言
う
。
白
居
易
が
病
氣
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
度
々
酒
宴
に

參
加
し
た
の
を
、
張
道
士
に
と
が
め
ら
れ
た
の
に
對
し
て
、
答
え
た

戲
れ
の
詩
。
白
居
易
は
、
江
州
司
馬
の
時
、
廬
山
の
僧
侶
の
他
に
道

士
と
も
交
わ
り
、
自
ら
仙
藥
を
燒
成
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
晩
年

は
も
っ
ぱ
ら
佛
教
に
歸
依
し
て
い
る
。
し
か
し
、
道
士
と
の
交
遊
も

變
わ
り
な
く
續
い
て
い
て
、
こ
こ
で
は
、
相
手
の
張
道
士
に
合
わ
せ

て
、
自
ら
を
﹁
白
道
士
﹂
と
自
稱
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
白
居
易
は
官
僚
の
身
の
ま
ま
、
吏
隱
を
と
な
え
、
中

隱
を
樂
し
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
隱
遁
的
生
活
態
度
と

關
連
す
る
自
稱
詞
と
し
て
、
商
嶺
老
人
・
中
隱
士
・
滄
浪
子
・
漁
翁

な
ど
が
見
ら
れ
る
が
省
略
す
る
。

　

こ
う
し
た
宗
教
的
及
び
隱
遁
的
︿
自
稱
﹀
表
現
の
他
に
、
あ
え
て

便
宜
的
に
言
え
ば
、
松
竹
や
花
卉
、
庭
園
な
ど
に
ま
つ
わ
る
趣
味
的

︿
自
稱
﹀
表
現
と
も
言
う
べ
き
も
の
も
少
數
な
が
ら
見
ら
れ
る
。︵
茶

に
關
す
る
﹁
別
茶
人
﹂
に
つ
い
て
は
、
旣
に
前
稿
で

べ
た
。︶

　

た
と
え
ば
、
長
慶
二
年
︵
八
二
二
、
五
十
一
歳
︶、
中
書
舍
人
の
時
、

長
安
新
昌
坊
に
構
え
た
自
宅
の
庭
の
十
本
の
松
を
詠
じ
た
﹁
庭
松
﹂

︵
卷
十
一　

〇
五
六
八
︶
に
は
、﹁
未
稱
爲
松
主
、
時
時
一
愧
懷
﹂
と
言

う
。
高
さ
も
ま
ち
ま
ち
な
十
本
の
松
は
、
四
季
折
々
に
美
し
い
風
情

を
見
せ
、
白
居
易
ら
の
目
を
樂
し
ま
せ
心
を
瘉
や
し
て
く
れ
る

友

だ
と
贊
美
し
た
後
、
自
分
は
ま
だ
俗
人
で
官
界
を
走
り
回
っ
て
い
る

の
で
、
い
ま
だ
こ
れ
ら
の
松
の
主
人
と
は
言
え
ず
、
し
ば
し
ば
恥
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ず
か
し
い
思
い
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
、
と

べ
て
い
る
。﹁
未
稱
爲
﹂

と
い
う
謙
遜
に
よ
る
否
定
形
で
は
あ
る
が
、
邸
宅
の
主
た
る
白
居
易

は
、
當
然
そ
の
園
內
の
松
の
主
で
も
あ
る
。
松
へ
の
思
い
は
、
邸

內
の
書
齋
に
﹁
松
齋
﹂
と
命
名
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
白
居
易
は
松
以
上
に
竹
を
好
み
、︿
詠
竹
詩
﹀
は
多
い

が
︿
詠
松
詩
﹀
は
少
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が

︵
４
︶、
そ
の
竹
に
ま
つ

わ
る
自
稱
詞
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

四
年
後
の
寶
曆
二
年
︵
八
二
六
、
五
十
五
歳
︶、
蘇
州
刺
史
の
時
の

﹁
花
前
歎
﹂︵
卷
五
十
一　

二
二
〇
九
︶
に
は
、﹁
南
州
桃
李
北
州
楳
、

且
喜
年
年
作
花
主
﹂
と
あ
る
。
春
、
花
の
前
に
て
年
老
い
る
こ
と
を

歎
い
た
も
の
だ
が
、
樊
・
李
・
呉
・
韋
ら
友
人
達
は
皆
土
に
歸
し
た

こ
と
と
對
比
し
つ
つ
、
私
は
ひ
と
ま
ず
每
年
、
江
南
の
桃
や
李
、
北

方
の
楳
の
主
人
と
な
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
、
と
い
う
も
の
。

　

ま
た
、
同
じ
年
に
洛
陽
の
居
宅
を
思
っ
て
詠
じ
た
﹁
懷
洛
中
所

居
﹂︵
卷
五
十
五　

二
五
一
六
︶
に
は
、﹁
幸
是
林
園
主
、
慙
爲
⻝
祿
牽
﹂

と
あ
り
、
类
似
の
自
稱
と
し
て
﹁
西
亭
主
﹂﹁
小
園
主
﹂
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
會
昌
五
年
︵
八
四
五
、
七
十
四
歳
︶
の
作
﹁
齋
居
春
久

感
事
遺
懷
﹂︵
卷
七
十
一　

三
六
三
八
︶
で
は
、﹁
看
花
人
﹂﹁
龍
門
主
﹂

﹁
兎
苑
賓
﹂
と
い
う
自
稱
詞
も
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
他
に
、
分
类
し
が
た
い
そ
の
他
の
單
發
的
な
︿
自
稱
﹀
表

現
と
し
て
、
太
原
一
男
子
・
愁
人
・
行
路
子
・
俗
士
・
白
面
書
郎
・

聲
華
客
・
望
鄕
客
・
忘
機
客
・
少
年
人
・
曝
背
翁
・
羈
遊
子
・
訪
戴

客
・
先
生
・
履
道
叟
・
饞
叟
・
多
思
人
な
ど
が
あ
る
が
省
略
す
る
。

三
　
謙
稱
、
卑
稱
的
な
〈
自
稱
〉
表
現

　

白
居
易
の
︿
自
稱
﹀
表
現
に
は
、
表
面
的
に
は
自
己
卑
下
的
な
謙

遜
を
伴
い
つ
つ
、
實
際
に
は
自
己
の
生
き
方
を
誇
り
と
す
る
矜
持
を

祕
め
た
謙
稱
、
卑
稱
的
な
︿
自
稱
﹀
表
現
が
數
多
く
あ
る
。
そ
れ
ら

は
、
次
の
よ
う
に
、
不
才
・
愚
・
狂
・
野
・
閑
な
ど
の
否
定
的
な
形

容
語
を
伴
う
自
稱
詞
で
あ
る
。

　

 

不
才
者
・
不
才
身
・
不
才
叟
・
愚
・
愚
叟
・
愚
夫
・
愚
翁
・
野

人
・
野
客
・
野
夫
・
野
叟
・
野
翁
・
田
野
翁
・
野
田
鶴
・
田
舍

翁
・
狂
酒
客
・
詩
狂
客
・
狂
賓
客
・
狂
歌
客
・
狂
夫
・
狂
老
翁
・

狂
叟
・
老
狂
・
狂
翁
・
楚
狂
・
蹇
薄
者
・
嬾
慢
者
・
山
中
人
・
沈

冥
子
・
愁
人
・
愁
翁
・
潦
倒
客
・
沈
冥
客
・
遷
客
・
山
客
・
人
間

閑
散
物
・
閑
人
・
貧
翁
・
事
了
人
・
閑
叟
・
葛
天
遺
民
・
棄
官

人
・
生
人
・
遺
老
・
獨
眠
人
・
獨
行
者
・
獨
吟
人
・
獨
宿
翁
・
獨

往
客
・
獨
遊
人
な
ど
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白
居
易
の
詩
に
お
け
る
︿
自
稱
﹀
表
現
︵
高
橋
︶

　

ま
ず
、
自
ら
を
﹁
不
才
﹂
と
稱
す
る
詩
か
ら
見
て
い
こ
う
。
元
和

年
間
、
下
邽
退
居
時
の
作
﹁
養
拙
﹂︵
卷
五　

〇
二
〇
〇
︶
に
は
、
名

利
と
は
無
縁
な
自
由
な
生
き
方
へ
の
願
望
を

べ
た
後
、﹁
始
知
不

才
者
、
可
以
探
道
根
﹂
と
言
う
。
初
め
て
悟
っ
た
、
私
の
よ
う
な

不
才
の
者
こ
そ
、
道
の
根
源
を
深
く
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
、
と
い
う
こ
と
を
。
│
│
こ
の
時
期
は
母
の
喪
に
服
す
る
た
め
の

退
居
生
活
で
あ
っ
て
、
左
遷
で
は
な
い
が
、
官
界
の
現
場
か
ら
離
れ

て
い
る
焦
燥
感
の
よ
う
な
も
の
が
、
こ
と
さ
ら
に
官
界
と
は
無
縁
な

生
活
の
價
値
を
强
調
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。﹁
不
才
者
﹂
の
語

は
、
元
和
十
一
年
︵
八
一
六
、
四
十
五
歳
︶
春
の
﹁
春
遊
二
林
寺
﹂︵
卷

七   

〇
二
九
二
︶
や
、大
和
三
年
︵
八
二
九
、
五
十
八
歳
︶
の
﹁
問
秋
光
﹂

︵
卷
五
十
二　

二
二
七
八
︶
に
も
見
ら
れ
る
。

　

元
和
十
四
年
︵
八
一
九
、
四
十
八
歳
︶、
江
州
か
ら
忠
州
に
刺
史
と

し
て
赴
任
し
た
時
、
初
め
て
瞿
塘
峽
に
入
っ
て
感
慨
を
詠
じ
た
﹁
初

入
峽
有
感
﹂︵
卷
十
一　

〇
五
二
五
︶
で
は
、
晝
な
お
暗
き
瞿
塘
峽
の

斷
崖
絶
壁
と
激
流
を
描
寫
し
た
後
、﹁
常
恐
不
才
身
、
復
作
無
名
死
﹂、

私
の
よ
う
な
時
運
と
命
運
と
が
か
み
合
わ
な
い
不
才
の
身
は
、
常
に

こ
の
ま
ま
人
知
れ
ず
死
ぬ
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
、
と

べ
て
い
る
。

　

こ
の
﹁
不
才
身
﹂
は
、
長
慶
二
年
、
中
書
舍
人
の
時
、
恩
賜
の
櫻

桃
に
感
じ
て
詠
じ
た
﹁
與
沈
楊
二
舍
人
閣
老
同
⻝
敕
賜
櫻
桃
、
玩
物

感
恩
、
因
成
十
四
韻
﹂︵
卷
十
九　

一
二
七
六
︶
や
、
長
慶
四
年
、
太

子
左
庶
子
分
司
の
時
の
﹁
分
司
﹂︵
卷
五
十
三　

二
三
八
二
︶
に
も
見

ら
れ
、
惠
ま
れ
た
状
況
下
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
約
十
年
後
の
大
和
八
年
︵
八
三
四
、
六
十
三
歳
︶、
太
子
賓

客
分
司
の
時
の
作
﹁
飽
⻝
閑
坐
﹂︵
卷
六
十
三　

三
〇
〇
六
︶
で
も
、

﹁
唯
此
不
才
叟
、
頑
慵
戀
洛
陽
﹂
と
あ
る
。
文
宗
の
御
代
に
、
才
知

あ
る
人
々
は
官
場
で
奔
走
し
て
い
る
が
、
ひ
と
り
こ
の
不
才
の
老
人

だ
け
は
、
頑
固
で
怠
惰
ゆ
え
、
洛
陽
で
の
暖
衣
飽
⻝
の
生
活
が
好
き

な
の
だ
、
と

べ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
自
己
を
不

才
と
い
う
詩
が
八
首
見
ら
れ
、
他
詩
人
と
比
べ
て
多
く
の
用
例
を
見

せ
て
い
る︵

５
︶。

　

み
ず
か
ら
を
﹁
愚
﹂
と
規
定
す
る
自
稱
詞
も
多
く
見
ら
れ
る
。
次

は
、
大
和
八
年
、
太
子
賓
客
分
司
の
時
の
作
﹁
洛
陽
有
愚
叟
﹂︵
卷

六
十　

三
〇
〇
五
︶。

　
　

洛
陽
有
愚
叟
、
白
黑
無
分
別
。

　
　

浪
跡
雖
似
狂
、
謀
身
亦
不
拙
。

　
　

點
檢
盤
中
飯
、
非
精
亦
非
糲
。

　
　

點
檢
身
上
衣
、
無
餘
亦
無
闕
。
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天
時
方
得
所
、
不
寒
復
不
熱
。

　
　

體
氣
正
調
和
、
不
飢
仍
不
渴
。

　
　

閑
將
酒
壺
出
、
醉
向
人
家
歇
。

　
　

野
⻝
或
烹
鮮
、
寓
眠
多
擁
褐
。

　
　

抱
琴
榮
啟
樂
、
荷
鍤
劉
伶
達
。

　
　

放
眼
看
青
山
、
任
頭
生
白
髮
。

　
　

不
知
天
地
內
、
更
得
幾
年
活
。

　
　

從
此
到
終
身
、
盡
爲
閑
日
月
。

　

冒
頭
の
第
一
句
が
そ
の
ま
ま
詩
題
と
な
っ
て
お
り
、﹁
洛
陽
の
愚

叟
﹂
た
る
白
居
易
の
、
客
體
化
を
裝
っ
た
自
畫
像
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
愚
叟
は
、
物
事
の
黑
白
も
分
別
で
き
ず
、
行
い
を
恣
に
す
る
と

こ
ろ
は
狂
人
に
似
て
い
る
が
、
身
の
處
し
方
は
拙
で
は
な
い
。
衣
⻝

は
過
不
足
な
く
あ
り
、
身
も
健
康
で
、
酒
や
琴
、
睡
眠
も
自
在
に
樂

し
ん
で
い
て
、
こ
の
ま
ま
命
が
盡
き
る
ま
で
自
由
に
生
き
よ
う
、
と

結
ば
れ
て
い
る
。
現
役
官
僚
の
に
お
い
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
ま
る
で

市
中
の
隱
者
の
ご
と
き
あ
り
よ
う
で
あ
り
、
洛
陽
に
退
居
し
て
吏
隱

を
樂
し
む
白
居
易
の
生
活
が
、
網
羅
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
こ
の
詩
の
﹁
抱
琴
榮
啟
樂
﹂
か
ら
﹁
盡
爲
閑
日
月
﹂
ま
で
は
、

﹁
醉
吟
先
生
傳
﹂︵
卷
六
十
一　

二
九
五
三
︶
に
も
﹁
因
自
吟
詠
懷
詩
云
﹂

と
し
て
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
お
り
、
白
居
易
と
し
て
も
閑

適
の
境
地
を
描
い
た
會
心
の
作
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
開
成
元
年
︵
八
三
六
、
六
十
五
歳
︶、
祕
書
監
の
呉
方
之
に

戲
れ
に
酬
い
、
あ
わ
せ
て
劉
禹
錫
に
呈
し
た
﹁
吳
祕
監
每
有
美
酒
、

獨
酌
獨
醉
、
但
蒙
詩
報
、
不
以
飮
招
、
輒
此
戲
酬
、

呈
夢
得
﹂︵
卷

六
十
六　

三
二
九
〇
︶
で
は
、﹁
愚
夫
﹂
と
稱
し
、
會
昌
年
間
、
自
己

の
人
生
觀
を

べ
た
﹁
感
所
見
﹂︵
卷
七
十
一　

三
六
四
五
︶
で
は
﹁
愚

翁
﹂
と
稱
し
て
い
る
。﹁
愚
夫
﹂
も
﹁
愚
翁
﹂
も
ま
た
謙
稱
で
あ
る

が
、
む
ろ
ん
そ
こ
に
は
プ
ラ
ス
の
價
値
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
﹁
不
才
﹂・﹁
愚
﹂
と
と
も
に
、
官
と
は
距
離
を
置
い
た
自
由
な
イ

メ
ー
ジ
を
內
在
す
る
﹁
野
﹂
字
も
、
自
稱
詞
の
修
飾
語
と
し
て
多
く

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
朝
官
で
あ
り
な
が

ら
、
自
ら
を
在
野
の
士
と
同
一
視
す
る
對
比
的
な
表
現
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
長
慶
二
年
の
﹁
訪
陳
二
﹂︵
卷
十
九   

一
二
八
三
︶
で
は
、﹁
出
去
爲
朝
客
、
歸
來
是
野
人
﹂
と
あ
り
、
大
和

八
年
、
洛
陽
で
太
子
賓
客
分
司
の
時
の
作
﹁
拜
表
、
迴
閑
遊
﹂︵
卷

六
十
四　

三
一
二
六
︶
で
も
、﹁
晨
興
拜
表
稱
朝
士
、
晚
出
遊
山
作
野

人
﹂
と
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
も
同
じ
私
が
、
一
日
の
內
に
朝
客
・
朝

士
と
野
人
と
い
う
二
身
を
生
き
て
い
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る

︵
６
︶。﹁
野
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︿
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人
﹂
の
語
は
、
元
和
年
間
の
﹁
宴
周
皓
大
夫
光
福
宅
﹂︵
卷
十
四   

〇
七
四
一
︶
や
、
開
成
二
年
︵
八
三
七
、
六
十
六
歳
︶
の
﹁
和
裴
令
公

一
日
日
一
年
年
雜
言
見
贈
﹂︵
卷
六
十
二　

三
〇
〇
三
︶
で
も
用
い
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
慶
二
年
、
杭
州
刺
史
の
時
の
﹁
閑
夜
詠
懷
、
因
招
周

協
律
・
劉
・
薛
二
秀
才
﹂︵
卷
二
十　

一
三
三
四
︶
で
も
、﹁
世
名
檢

束
爲
朝
士
、
心
性
疎
慵
是
野
夫
﹂
と
あ
っ
て
、
名
利
の
た
め
に
朝

廷
に
仕
え
る
自
己
と
、
心
の
本
性
は
在
野
の
士
そ
の
も
の
で
あ
る

自
己
と
が
、
對
比
的
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
元
和
年
間
、

翰
林
學
士
の
時
の
﹁
曲
江
獨
行
﹂︵
卷
十
四　

〇
七
〇
九
︶
や
、
元
和

十
一
年
、
江
州
に
て
の
﹁
北
亭
招
客
﹂︵
卷
十
六　

〇
九
二
三
︶
で

は
﹁
野
客
﹂、
續
く
元
和
十
五
年
︵
八
二
〇
、
四
十
九
歳
︶、
忠
州
刺
史

時
代
の
﹁
臥
小
齋
﹂︵
卷
十
一　

〇
五
五
五
︶
で
は
、﹁
田
野
翁
﹂
の

自
稱
を
用
い
た
對
比
的
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
大
和
七
年

︵
八
三
三
、
六
十
二
歳
︶、
太
子
賓
客
分
司
の
時
の
﹁
秋
池
獨
汎
﹂︵
卷

六
十
二　

二
九
七
〇
︶
で
は
﹁
野
叟
﹂
と
稱
し
、
會
昌
元
年
の
﹁
偶

吟
﹂︵
卷
六
十
九　

三
五
六
四
︶
で
は
﹁
野
翁
﹂、
洛
陽
で
の
退
官
後
の

作
﹁
閑
坐
﹂︵
卷
七
十
一　

三
六
二
七
︶
で
は
、﹁
田
舍
翁
﹂
と
も
謙
稱

し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、﹁
不
才
﹂
や
﹁
愚
﹂﹁
野
﹂
以
上
に
、
白
居
易
が
自
己

認
定
と
し
て
强
調
し
た
の
は
、﹁
狂
﹂
で
あ
っ
た
。﹃
論
語
﹄﹁
微
子

篇
﹂
の
楚
狂
接
輿
の
故
事
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
國
古
代
の
知
識

人
と
﹁
狂
﹂
に
は
、
歷
史
的
、
文
化
的
に
深
い
關
係
が
あ
る
。
白
居

易
に
お
い
て
も
、﹁
狂
﹂
と
い
う
觀
念
は
、
そ
の
人
間
性
や
詩
歌
を

理
解
す
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
つ
と

に
二
宮
俊
博
﹁
洛
陽
時
代
の
白
居
易
│
│﹁
狂
﹂
と
い
う
自
己
意
識

に
つ
い
て
│
│
﹂
に
お
い
て
、
自
稱
詞
も
含
め
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ

て
い
る︵

７
︶。
以
下
、
二
宮
論
文
も
參
照
し
つ
つ

べ
た
い
。

　

白
居
易
が
﹁
狂
﹂
字
を
自
稱
の
語
の
修
餝
語
と
し
て
用
い
た
作

と
し
て
、
た
と
え
ば
、
大
和
八
年
の
作
﹁
問
少
年
﹂︵
卷
六
十
五   

三
一
七
四
︶
が
あ
る
。

　
　

千
首
詩
堆
青
玉
案　
　

千
首
の
詩
は
青
玉
の
案
に
堆

う
づ
た
かく

　
　

十
分
酒
寫
白
金
盂　
　

十
分
の
酒
は
白
金
の
盂う

に
寫
ぐ

　
　

迴
頭
卻
問
諸
年
少　
　

頭
を
迴
ら
し
て
却
つ
て
諸こ

れ

を
年
少
に
問
ふ

　
　

作
箇
狂
夫
得
了
無　
　

箇
の
狂
夫
と
作な

り
得え

了を
は

ら
ん
や
無い
な

や
と

　

確
か
に
私
は
多
く
の
詩
を
作
り
、
酒
を
い
っ
ぱ
い
飮
ん
で
い
る

が
、
君
た
ち
若
者
に
問
い
た
い
。
果
た
し
て
君
た
ち
は
私
の
よ
う
な
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狂
人
に
な
り
お
お
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
│
│
生
涯
、
過
度
な

作
詩
と
飮
酒
に
徹
す
る
こ
と
が
で
き
た
自
負
と
誇
り
が
、﹁
狂
夫
﹂

と
い
う
自
稱
に
は
こ
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
同
時
に
、
最
終
句
か
ら

は
、
こ
の
﹁
狂
夫
﹂
が
、
白
居
易
の
意
志
的
な
所
產
で
あ
っ
た
こ
と

が
よ
く
わ
か
る
。

　
﹁
狂
夫
﹂
の
語
は
、
開
成
二
年
、﹁
又
戲
答
絕
句
﹂︵
卷
六
十
七   

三
三
四
〇
︶
に
も
、﹁
狂
夫
與
我
兩
相
忘
、
故
態
些
些
亦
不
妨
﹂
と
見

ら
れ
る
。﹁
酬
思
黯
戲
贈
﹂︵
卷
六
十
七　

三
三
三
九
︶
に
對
し
て
牛
僧

孺
が
寄
せ
て
き
た
絶
句
に
、
更
に
戲
れ
に
答
え
た
も
の
で
、
末
句
で

は
自
ら
を
楚
の
狂
人
接
輿
に
も
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
三
三
三
九
詩
の

尾
聯
で
も
、﹁
眼
看
狂
不
得
、
狂
得
且
須
狂
﹂
と
﹁
狂
﹂
字
を
三
度

用
い
て
い
て
、
牛
僧
孺
の
よ
う
な
權
力
志
向
と
は
無
縁
な
生
き
方
を

す
る
自
己
を
、
誇
ら
し
く
﹁
狂
夫
﹂
と
稱
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
杜
甫
は
白
居
易
よ
り
も
早
く
﹁
狂
夫
﹂
を
自
稱
詞
と

し
て
用
い
て
い
る
が
、
杜
甫
の
場
合
は
官
職
を
離
れ
、
友
の
支
援
も

な
く
、
生
活
に
困
窮
し
た
自
己
に
對
す
る
自
嘲
の
語
と
し
て
用
い
て

お
り
、
白
居
易
の
用
法
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
る︵

８
︶。

　

時
期
は
前
後
す
る
が
、
大
和
三
年
、
太
子
賓
客
と
し
て
洛
陽
に
赴

任
す
る
時
、
あ
ら
か
じ
め
東
都
留
守
の
令
狐
楚
に
寄
せ
た
﹁
將
至
東

都
先
寄
令
狐
留
守
﹂︵
卷
五
十
七　

二
七
二
二
︶
に
は
﹁
東
都
添
箇
狂

賓
客
、
先
報
壺
觴
風
月
知
﹂
と
稱
し
て
い
る
。
友
人
ゆ
え
の
諧
謔
的

な
挨
拶
の
自
稱
だ
が
、
お
の
ず
か
ら
赴
任
後
の
自
己
の
政
治
的
立
ち

位
置
を
示
し
た
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
官
職
名
に
﹁
狂
﹂

が
つ
く
の
は
、
こ
の
﹁
狂
賓
客
﹂
の
み
で
あ
る
。

　

十
年
後
の
開
成
四
年
︵
八
三
九
、
六
十
八
歳
︶
の
﹁
白
髮
﹂︵
卷

六
十
七　

三
三
九
七
︶
に
は
、﹁
歌
吟
終
日
如
狂
叟
、
衰
疾
多
時
似
瘦

仙
﹂
と
い
う
よ
う
に
、﹁
狂
叟
﹂
の
語
も
見
え
る
。
白
居
易
の
人
生

と
不
可
分
な
歌
吟
︵
詩
作
︶
と
衰
疾
︵
身
體
︶
に
卽
し
た
自
己
規
定

の
語
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
會
昌
年
間
、
自
己
の
官
僚
と
し
て
の
生

涯
を
顧
み
、
俸
錢
を
與
え
ら
れ
、
天
壽
を
も
與
え
ら
れ
た
幸
福
を
若

者
た
ち
に
說
い
た
﹁
贈
諸
少
年
﹂︵
卷
七
十
一　

三
六
四
四
︶
は
、
先

に
擧
げ
た
﹁
問
少
年
﹂
と
通
じ
る
作
だ
が
、﹁
少
年
莫
笑
我
蹉
跎
、

聽
我
狂
翁
一
曲
歌
﹂
と
、
み
ず
か
ら
を
﹁
狂
翁
﹂
と
稱
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
、﹁
自
詠
﹂
詩
で
は
﹁
狂
老
翁
﹂
と
稱
し
、﹁
酬
舒
三
員

外
見
贈
長
句
﹂︵
卷
六
十
四　

三
〇
六
五
︶
で
は
﹁
狂
客
﹂、﹁
答
勸
酒
﹂

︵
卷
十
五　

〇
八
四
〇
︶
で
は
﹁
狂
酒
客
﹂、
前
稿
旣
出
の
﹁
郢
州
贈

別
王
八
使
君
﹂︵
卷
二
十　

一
三
一
八
︶
で
は
﹁
詩
狂
客
﹂、﹁
履
道
居   

三
首
︵
其
三
︶﹂︵
卷
五
十
七　

二
九
〇
六
︶
で
は
﹁
狂
歌
客
﹂、﹁
遇
物

感
興
、
因
示
子
弟
﹂︵
卷
六
十
九　

三
五
二
九
︶
で
は
﹁
老
狂
﹂
と
自

稱
し
て
い
る
。
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白
居
易
の
詩
に
お
け
る
︿
自
稱
﹀
表
現
︵
高
橋
︶

　

こ
の
よ
う
に
﹁
狂
﹂
字
を
用
い
た
︿
自
稱
﹀
表
現
は
、
晩
年
の
洛

陽
時
代
の
詩
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
苛
烈
な
牛
李
の
黨
爭

に
卷
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
官
界
に
お
け
る
自
ら
の
立
ち
位
置
を

絶
妙
に
守
る
た
め
、
詩
酒
に
耽
溺
し
て
き
た
人
生
に
自
ら
意
圖
的
に

附
與
し
た
稱
號
と
い
え
よ
う
。

　

換
言
す
れ
ば
、
中
國
古
典
に
お
け
る
﹁
狂
﹂︵
佯
狂
︶
の
歷
史
と

同
じ
く
、
白
居
易
の
場
合
も
、
常
に
士
人
社
會
、
世
間
を
意
識
し
た

雙
方
向
的
な
︿
自
稱
﹀
表
現
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

白
居
易
の
詩
に
、
他
者
か
ら
狂
な
る
者
と
稱
さ
れ
た
こ
と
を
詠
じ
た

作
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
傍
證
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
長
慶
三
年
︵
八
二
三
、
五
十
一
歳
︶
の
作
﹁
二
月
五
日
花

下
作
﹂︵
卷
二
十　

一
三
五
八
︶
で
は
、﹁
只
有
且
來
花
下
醉
、
從
人
笑

道
老
顚
狂
﹂
と
あ
り
、
開
成
二
年
、
劉
禹
錫
に
贈
っ
た
﹁
贈
夢
得
﹂

︵
卷
六
十
六　

三
三
一
〇
︶
で
は
、﹁
聞
道
洛
城
人
盡
怪
、
呼
爲
劉
白
二

狂
翁
﹂
と
あ
る
。
こ
う
し
た
詩
句
か
ら
は
、
洛
陽
の
人
々
に
よ
る
他

稱
が
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
心
情
が
見
て
と
れ
よ
う
。

　
﹁
狂
﹂
字
に
ま
つ
わ
る
他
者
か
ら
の
呼
稱
と
い
う
點
で
言
え
ば
、

洛
陽
時
代
の
﹁
狂
﹂
と
は
趣
が
異
な
る
が
、
早
く
に
元
和
年
間
、

左
拾
遺
・
翰
林
學
士
在
任
中
、
唐
衢
に
寄
せ
た
﹁
寄
唐
生
﹂︵
卷
一   

〇
〇
三
三
︶
に
も
、﹁
人
竟
無
奈
何
、
呼
作
狂
男
兒
﹂
と
あ
る
。
理
不

盡
な
政
治
的
事
象
に
對
し
て
、
秦
中
吟
・
新
樂
府
な
ど
の
諷
諭
詩
を

作
り
、
要
路
の
者
た
ち
を
批
判
し
て
き
た
私
の
こ
と
を
、
人
々
は

﹁
狂
男
兒
﹂
と
稱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と

べ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
謙
稱
的
と
思
わ
れ
る
自
稱
、
自
認
の
語
は
多

く
見
ら
れ
る
。
元
和
五
年
︵
八
一
〇
、
三
十
九
歳
︶
の
﹁
自
題
寫
眞
﹂

︵
卷
六　

〇
二
二
九
︶
や
、
元
和
九
年
︵
八
一
四
、
四
十
三
歳
︶
の
﹁
遊
悟

眞
寺
詩　

一
百
三
十
韻
﹂︵
卷
六　

〇
二
六
四
︶
で
は
、﹁
山
中
人
﹂
と

謙
稱
し
、
江
州
司
馬
時
代
の
﹁
答
故
人
﹂︵
卷
七　

〇
二
八
一
︶
で
は
、

﹁
蓬
蓽
人
﹂︵
あ
ば
ら
家
育
ち
の
人
︶、﹁
江
南
謫
居　

十
韻
﹂︵
卷
十
七   

一
〇
〇
八
︶
で
は
、﹁
沈
冥
客
﹂︵
零
落
し
た
逐
客
︶
と
あ
っ
て
、
司
馬
た

る
自
己
を
い
さ
さ
か
自
嘲
氣
味
に
自
稱
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
大
和
九
年
︵
八
三
五
、
六
十
四
歳
︶
の
﹁
從
同
州
刺
史
改

授
太
子
少
傅
分
司
﹂︵
卷
六
十
六　

三
二
三
四
︶
で
は
、
自
ら
を
﹁
閑

人
﹂
と
稱
し
、
會
昌
二
年
の
﹁
閑
坐
看
書
、
貽
諸
少
年
﹂︵
卷
六
十
九   

三
五
三
八
︶
で
も
﹁
閑
叟
﹂
と
稱
し
て
、
晩
年
の
自
己
を
﹁
閑
﹂
の

語
で
も
自
稱
、
自
認
し
て
い
る︵

９
︶。

　

開
成
五
年
︵
八
四
〇
、
六
十
九
歳
︶
の
﹁
談
氏
外
孫
生
三
日
、
喜

是
男
、
偶
吟
成
篇
、

戲
呈
夢
得
﹂︵
卷
六
十
八　

三
四
五
〇
︶
で
は
、

自
ら
を
﹁
貧
翁
﹂
と
稱
し
て
い
る
が
、
翌
會
昌
元
年
、
致
仕
す
る
こ
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中
國
文
學
硏
究　

第
四
十
五
期

と
に
な
っ
て
、
胸
中
の
喜
び
を

べ
た
﹁
百
日
假
滿
、
少
傅
官
停
、

自
喜
言
懷
﹂︵
卷
六
十
八　

三
四
九
〇
︶
で
は
、﹁
人
言
世
事
何
時
了
、

我
是
人
間
事
了
人
﹂
と
も
言
っ
て
い
る
。﹁
事
了
人
﹂
と
は
、
私
は

こ
の
世
で
は
俗
事
︵
政
治
︶
と
關
わ
る
こ
と
の
終
わ
っ
た
人
間
な
の

だ
、
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
最
終
二
句
に
は
、﹁
人
・
事
・
了
﹂
の

語
が
反
復
連
用
さ
れ
て
い
て
、
音
聲
的
に
も
一
種
の
輕
み
を
生
み
出

し
て
い
る
。

　

同
年
の
﹁
昨
日
復
今
辰
﹂︵
卷
七
十
一　

三
六
一
七
︶
で
は
、
一
般

人
を
意
味
す
る
﹁
生
人
﹂
と
も
稱
し
て
お
り
、
實
際
に
致
仕
し
た
會

昌
二
年
の
﹁
不
出
門
﹂︵
卷
六
十
九　

三
五
四
四
︶
で
は
、﹁
袒
跣
北
窗

下
、
葛
天
之
遺
民
﹂
と
、
自
ら
を
太
古
の
聖
天
子
葛
天
氏
の
遺
民
と

も
稱
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
致
仕
前
後
の
白
居
易
の
心
の
あ
り

よ
う
が
、
こ
う
し
た
自
稱
詞
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う︶

10
︵

。

四
　
姓
・
字
に
よ
る
〈
自
稱
〉
表
現

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
樣
々
な
︿
自
稱
﹀
表
現
に
比
べ
て
、

自
己
の
姓
や
字
を
用
い
る
の
は
、
極
め
て
直
截
的
な
︿
自
稱
﹀
表
現

で
あ
る
。
從
來
、
自
己
の
姓
名
や
字
を
詩
の
本
文
に
お
い
て
自
稱
す

る
こ
と
は
、
杜
甫
に
少
數
の
例
は
あ
る
も
の
の
稀
で
あ
り
、
白
居
易

も
名
を
自
稱
す
る
こ
と
は
一
例
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
姓
や
字
に

つ
い
て
は
、
白
・
白
老
・
白
翁
・
白
叟
・
白
道
士
・
白
家
・
白
家

翁
・
白
贊
善
・
白
司
馬
・
白
太
守
・
白
使
君
・
白
舍
人
・
白
庶
子
・

白
監
・
白
侍
郎
・
白
尹
・
白
賓
客
・
白
少
傅
・
白
尙
書
・
白
樂
天
・

樂
天
の
よ
う
に
多
く
見
ら
れ
、
他
の
詩
人
と
比
べ
て
ひ
と
つ
の
顯
著

な
特
徵
と
な
っ
て
い
る︶

11
︵

。

　

旣
に
西
村
富
美
子
﹁
白
居
易
に
お
け
る
︽
白
︾
に
對
す
る
意
識

の
二
重
構
造
│
│
姓
の
︽
白
︾
及
び
色
彩
の
︽
白
︾ 

│
│
﹂︶
12
︵

に
お
い

て
、
白
居
易
は
、
父
祖
の
代
ま
で
寒
族
で
あ
っ
た
自
ら
の
氏
族
の
名

を
歷
史
に
刻
む
た
め
、
意
識
的
に
詩
の
中
で
﹁
白
﹂
字
を
多
用
し
て

お
り
、﹁
白
﹂
字
を
冠
し
た
官
名
が
多
々
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
以
下
、
西
村
論
文
を
も
ふ
ま
え
た
上
で

べ
て
い
き
た

い
。

　

ま
ず
、
姓
の
﹁
白
﹂
を
劉
禹
錫
の
﹁
劉
﹂
と
倂
稱
的
に
用
い
た

詩
と
し
て
、
旣
に
擧
例
し
た
﹁
贈
夢
得
﹂
の
他
に
、
開
成
三
年
の

作
﹁
晩
夏
閑
居
、
絶
無
賓
客
。
欲
尋
夢
得
、
先
寄
此
詩
﹂︵
卷
六
十
七   

三
三
六
四
︶
や
、
會
昌
二
年
秋
の
﹁
哭
劉
尙
書
夢
得　

二
首
︵
其
一
︶﹂

︵
卷
六
十
九　

三
六
〇
一
︶、
そ
の
他
が
あ
る
。
劉
禹
錫
と
の
倂
稱
は
、

開
成
二
年
、
東
都
留
守
の
牛
僧
孺
か
ら
小
宴
の
場
で
詩
を
贈
ら
れ
た

の
に
對
し
、
劉
禹
錫
と
と
も
に
酬
い
た
﹁
同
夢
得
酬
牛
相
公
初
到

洛
中
小
飮
見
贈
﹂︵
卷
六
十
六　

三
三
二
四
︶
に
も
、﹁
詩
酒
放
狂
犹
得
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白
居
易
の
詩
に
お
け
る
︿
自
稱
﹀
表
現
︵
高
橋
︶

在
、
莫
欺
白
叟
與
劉
君
﹂
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
﹁
白
叟
﹂
の
語
は
、

大
和
三
年
、
洛
陽
で
太
子
賓
客
分
司
の
時
、
親
友
の
崔
玄
亮
に
答
え

た
﹁
答
崔
十
八
﹂︵
卷
五
十
七　

二
七
四
二
︶
に
も
、﹁
勞
將
白
叟
比
黃

公
、
今
古
由
來
事
不
同
﹂
と
あ
る
。

　

同
じ
く
﹁
白
の
老
人
﹂
と
い
う
意
味
で
、﹁
白
老
﹂
や
﹁
白

翁
﹂
の
語
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
大
和
九
年
、
洛
陽
の
履
道
里

の
邸
宅
內
に
あ
る
池
の
ほ
と
り
で
作
っ
た
﹁
池
上
作
﹂︵
卷
六
十
三   

三
〇
三
五
︶
に
は
、﹁
豈
如
白
翁
退
老
地
、
樹
高
竹
密
池
塘
深
﹂
と
あ

り
、
自
ら
の
邸
內
の
庭
園
の
す
ば
ら
し
さ
を
說
い
て
い
る
。
自
邸
で

閑
居
の
趣
を
詠
じ
た
﹁
閑
居
自
題
﹂︵
卷
六
十
三　

三
〇
〇
七
︶
で
は
、

﹁
此
是
白
家
翁
、
閉
門
終
老
處
﹂
と
、﹁
白
家
翁
﹂
と
も
自
稱
し
て
い

る
。﹁
白
家
﹂
の
用
例
は
、
後
序
や
僞
作
の
各
一
例
を
除
い
て
九
例

あ
る
が
、﹁
白
家
翁
﹂
と
自
稱
す
る
の
は
こ
の
一
首
の
み
で
あ
る
。

　

西
村
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
﹁
白
﹂
姓
を
官
職

名
に
冠
し
た
自
稱
詞
も
多
く
見
ら
れ
る
。
以
下
、
時
系
列
的
に
例
示

す
れ
ば
、
早
く
も
元
和
十
年
︵
八
一
五
、
四
十
四
歳
︶、
太
子
左
贊
善

大
夫
の
時
、﹁
白
牡
丹
﹂︵
卷
十
五　

〇
八
四
八
︶
で
、﹁
應
似
東
宮
白

贊
善
、
被
人
還
喚
作
朝
官
﹂
と
詠
じ
て
い
る
。
愛
翫
す
る
人
の
少
な

い
白
牡
丹
で
も
、
牡
丹
と
稱
さ
れ
て
い
る
の
は
、
東
宮
の
贊
善
大
夫

た
る
私
白
居
易
が
、
人
々
か
ら
朝
官
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
と
同
じ

だ
、
と
い
う
も
の
。
や
や
自
嘲
の
氣
味
を
含
み
つ
つ
、
白
牡
丹
へ
の

愛
好
と
、
白
姓
へ
の
自
負
と
が
融
合
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
元
和
十
二
年
︵
八
一
七
、
四
十
六
歳
︶、
江
州
で
迎
え
た
歳

暮
の
感
慨
を
、
長
安
に
い
る
元
宗
簡
・
庾
敬
休
に
寄
せ
た
全
二
十
句

の
排
律
﹁
潯
陽
歲
晚
、
寄
元
八
郎
中
・
庾
三
十
二
員
外
﹂︵
卷
十
七   

一
〇
一
〇
︶
の
最
終
二
句
に
は
、﹁
可
憐
白
司
馬
、
老
大
在
湓
城
﹂
と

あ
り
、﹁
白
司
馬
﹂
の
語
は
、
同
年
の
﹁
夜
送
孟
司
功
﹂︵
卷
十
七   

一
〇
四
四
︶
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

長
慶
四
年
、
蘇
州
刺
史
の
李
諒
か
ら
贈
ら
れ
た
元
日
の
所
感
の
詩

に
和
し
、
元
稹
に
も
呈
し
た
﹁
蘇
州
李
中
丞
、
以
元
日
郡
齋
感
懷
詩

寄
微
之
及
予
、
⋮
⋮
﹂︵
卷
五
十
三　

二
三
二
五
︶
の
冒
頭
に
は
、﹁
白

首
餘
杭
白
太
守
、
落
拓
拋
名
來
已
久
﹂
と
稱
し
て
い
る
。
白
頭
の
杭

州
の
白
太
守
は
、
落
魄
し
て
名
も
捨
て
る
こ
と
旣
に
久
し
い
、
と

べ
、
以
下
、
衰
老
の
自
己
を
誇
張
氣
味
に
語
り
つ
つ
、
隣
州
に
い

る
友
人
の
李
諒
や
元
稹
と
の
通
信
を
願
っ
て
い
る
。﹁
白
太
守
﹂
の

自
稱
は
、
同
じ
長
慶
四
年
の
﹁
題
石
山
人
﹂︵
卷
五
十
三   

二
三
四
四
︶

で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、﹁
答
次
休
上
人
﹂︵
卷
五
十
四　

二
五
一
一
︶

で
は
、﹁
太
守
﹂
と
同
じ
く
古
風
に
﹁
白
使
君
﹂
と
も
稱
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
杭
州
刺
史
時
代
の
友
人
、
盧ろ

縝し
ん

と
再
會
し
て
贈
っ
た
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﹁
贈
盧
縝
﹂︵
補
遺
卷
上
︶
で
は
、﹁
白
舍
人
﹂
と
自
稱
し
て
お
り
、
長

慶
四
年
、
廬
山
東
林
寺
の
遠
禪
師
を
思
っ
て
の
作
﹁
遠
師
﹂︵
卷

五
十
三　

二
三
七
三
︶
で
は
、﹁
東
宮
白
庶
子
﹂
と
自
稱
し
、
禪
師
に

お
會
い
で
き
る
の
は
い
つ
の
こ
と
か
と
詠
じ
て
い
る
。

　

大
和
二
年
︵
八
二
八
、
五
十
七
歳
︶
早
春
、
劉
禹
錫
が
宣
武
軍
節
度

使
の
令
狐
楚
に
寄
せ
た
詩
に
、
白
居
易
が
和
し
た
﹁
早
春
同
劉
郎
中

寄
宣
武
令
狐
相
公
﹂︵
卷
五
十
五　

二
五
五
四
︶
に
は
、﹁
誰
引
相
公
開

口
笑
、
不
逢
白
監
與
劉
郎
﹂
と
あ
る
。
こ
れ
は
劉
禹
錫
の
原
詩
の
題

に
﹁
白
監
﹂
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
い
わ
ば
そ
れ
に
呼
應

し
て
白
監
と
自
稱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

續
く
大
和
三
年
、
熟
成
し
た
ば
か
り
の
黃
醅
酒
を
嘗
め
て
、
越

州
刺
史
か
ら
尙
書
左
丞
へ
轉
任
し
て
上
京
し
て
來
る
元
稹
へ
の
思

い
を

べ
た
﹁
嘗
黃
醅
新
酎
憶
微
之
﹂︵
卷
五
十
八　

二
八
一
六
︶
に

は
、﹁
世
間
好
物
黃
醅
酒
、
天
下
閑
人
白
侍
郎
﹂
と
あ
る
。
世
間
の

逸
品
た
る
黃
醅
酒
、
そ
れ
に
對
す
る
天
下
の
閑
人
、
白
侍
郎
。
│
│

首
聯
の
こ
の
や
や
大
仰
な
表
現
に
、
旣
に
白
居
易
の
心
の
彈
み
が

見
て
と
れ
よ
う
。﹁
白
侍
郎
﹂
の
語
は
、
同
年
の
﹁
晚
桃
花
﹂︵
卷

五
十
八　

二
八
二
三
︶
で
も
自
稱
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
和
六

年
︵
八
三
二
、
六
十
一
歳
︶
の
﹁
嵩
陽
觀
夜
奏
霓
裳
﹂︵
卷
五
十
七   

二
七
九
八
︶
に
は
、﹁
愛
者
誰
人
唯
白
尹
、
奏
時
何
處
在
嵩
陽
﹂
と
あ

り
、
こ
の
開
元
の
遺
曲
を
愛
す
る
者
は
﹁
唯
だ
白
尹
あ
る
の
み
﹂
と

い
う
と
こ
ろ
に
、
音
樂
に
深
い
造
詣
が
あ
り
、﹁
長
恨
歌
﹂
の
作
者

た
る
白
居
易
の
自
負
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

四
年
後
の
開
成
元
年
、
賣
り
に
出
た
白
居
易
の
隣
家
の
王
家
宅

を
、
楊
汝
士
に
買
い
取
る
こ
と
を
勸
め
た
﹁
以
詩
代
書
、
寄
戶
部
楊

侍
郎
、
勸
買
東
鄰
王
家
宅
﹂︵
卷
六
十
六　

三
二
七
二
︶
に
は
、﹁
莫
學

因
循
白
賓
客
、
欲
年
六
十
始
歸
來
﹂
と
あ
る
。
さ
ら
に
、﹁
題
龍
門

堰
西
澗
﹂︵
卷
六
十
六　

三
二
七
五
︶
に
は
、﹁
除
卻
悠
悠
白
少
傅
、
何

人
解
入
此
中
來
﹂
と
言
う
。
小
さ
な
谷
川
の
菊
花
や
柳
樹
、
秋
水
の

美
を
、
私
を
除
い
て
誰
が
知
っ
て
い
よ
う
か
、
と
い
う
輕
い
自
負
の

込
め
ら
れ
た
自
稱
で
あ
り
、
二
八
二
三
詩
や
二
七
九
八
詩
と
同
樣
の

意
識
で
あ
ろ
う
。

　

最
晩
年
の
會
昌
二
年
、
刑
部
尙
書
を
以
て
致
仕
し
た
こ
と
を
詠
じ

た
﹁
刑
部
尙
書
致
仕
﹂︵
卷
七
十
一　

三
六
二
〇
︶
の
最
終
二
句
に
は
、

﹁
唯
是
名
銜
人
不
會
、
毘
耶
長
者
白
尙
書
﹂
と
言
う
。
官
を
辭
し
た

今
、
世
間
の
人
々
は
、
私
の
姓
名
も
官
位
も
知
ら
な
い
。
私
は
、
毘

耶
長
者
維
摩
詰
の
後
身
、
白
尙
書
さ
ま
な
の
だ
が
、
と
い
う
も
の

で
、
最
後
の
一
句
に
は
、
一
種
の
お
ど
け
、
ユ
ー
モ
ア
が
含
ま
れ
て

い
る
。
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白
居
易
の
詩
に
お
け
る
︿
自
稱
﹀
表
現
︵
高
橋
︶

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
姓
の
﹁
白
﹂
は
、
主
な
官
職
名
の
ほ
と

ん
ど
に
冠
せ
ら
れ
て
自
稱
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く

に
白
居
易
の
誇
り
や
餘
裕
が
に
じ
み
出
て
い
て
、
い
わ
ば
白
一
族
の

自
己
顯
彰
と
も
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、﹃
全
唐
詩
索
引
﹄
で
は
、

元
稹
に
は
詩
題
・
詩
中
と
も
に
、
白
居
易
を
﹁
白
＋
官
職
名
﹂
で
呼

ぶ
例
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
元
稹
と
は
對
照
的
に
、
劉
禹
錫
の

詩
中
に
は
、
白
太
守
・
白
侍
郎
・
白
尹
の
語
が
見
ら
れ
、
詩
題
に
は

こ
れ
ら
の
他
に
白
監
・
白
賓
客
・
白
少
傅
の
語
や
、
樂
天
少
傅
の
語

も
見
ら
れ
、﹁
白
太
守
行
﹂︵﹃
全
唐
詩
﹄
卷
三
五
五
︶
な
る
歌
行
詩
ま

で
あ
る
。

　

他
に
も
、
張
籍
は
詩
題
に
白
學
士
・
白
拾
遺
・
白
舍
人
・
白
杭

州
・
白
使
君
・
白
侍
郎
と
言
い
、
楊
巨
源
も
詩
題
に
白
司
馬
・
白
舍

人
、
姚
合
も
詩
題
に
白
賓
客
・
白
少
傅
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
他
者
が
詩
題
に
お
い
て
﹁
白
＋
官
職
名
﹂
で
稱
す
る
こ
と
は
自

然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
詩
中
で
自
稱
詞
と
し
て
く
り

か
え
し
用
い
る
と
こ
ろ
に
白
居
易
の
獨
自
性
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、

元
稹
や
劉
禹
錫
に
は
、﹁
姓
＋
官
職
名
﹂
の
自
稱
は
見
ら
れ
な
い
。

　

次
に
、﹁
白
居
易
﹂
と
い
う
姓
名
に
よ
る
自
稱
は
、
詩
の
本
文
と

し
て
は
、
元
和
八
年
︵
八
一
三
、
四
十
二
歳
︶
の
﹁
七
德
舞
﹂︵
卷
五   

〇
一
二
五
︶
に
﹁
元
和
小
臣
白
居
易
﹂
と
見
ら
れ
る
の
み
で
、
他
に

は
、
い
わ
ば
改
ま
っ
た
半
ば
公
的
な
詩
の
序
に
お
い
て
二
、
三
使
用

さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る︶

13
︵

。

　

姓
と
同
樣
に
﹁
樂
天
﹂
と
い
う
字
も
、
詩
中
に
お
い
て
數
多
く
用

い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
和
十
年
、
長
安
に
て
自
ら
に
教
え
諭

し
た
全
四
十
四
句
の
歌
謠
﹁
自
誨
﹂︵
卷
二
十
二　

一
四
三
二
︶
に
は
、

﹁
樂
天
樂
天
、
來
與
汝
言
。
汝
宜
拳
拳
、
終
身
行
焉
。
⋮
⋮
樂
天
樂

天
、
可
不
大
哀
。
汝
胡
不
懲
往
而
念
來
。
⋮
⋮
樂
天
樂
天
、
可
不
大

哀
。
而
今
而
後
、
汝
宜
飢
而
⻝
渴
而
飮
。
晝
而
興
、
夜
而
寢
。
無
浪

喜
、
無
妄
憂
。
病
則
臥
、
死
則
休
。
⋮
⋮
遑
遑
兮
欲
安
往
哉
。
樂
天

樂
天
、
歸
去
來
﹂
と
言
う
。

　

全
篇
、﹁
樂
天
樂
天
﹂
と
い
う
自
己
へ
の
呼
び
か
け
の
語
が
、
變

奏
的
、
重
奏
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
世
俗
的
な
樣
々
な
し
が
ら

み
の
中
で
、
心
身
を
す
り
減
ら
し
て
苦
し
む
よ
り
、
自
然
の
欲
求
に

心
身
を
任
せ
て
、
限
り
あ
る
人
生
を
す
な
お
に
生
き
る
こ
と
を
勸
め

て
い
る
。﹁
樂
天
﹂
は
白
居
易
の
字
で
あ
る
か
ら
、
意
識
的
に
作
爲

さ
れ
た
自
稱
詞
と
は
異
な
る
が
、
自
己
を
詩
の
主
題
と
し
て
對
象
化

し
て
お
り
、
自
意
識
の
集
中
的
な
反
映
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
白
居
易
が
、
早
く
よ
り
自
己
の
字
を
生
き
方
と
關
連

づ
け
て
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
れ
よ
り
約
十
年
前
、
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永
貞
元
年
︵
八
〇
五
、
三
十
四
歳
︶、
永
崇
里
の
華
陽
觀
で
元
稹
と
と

も
に
制
科
の
受
驗
勉
强
を
し
て
い
た
時
の
作
﹁
永
崇
里
觀
居
﹂︵
卷

五　

〇
一
七
九
︶
に
お
い
て
、﹁
寡
欲
雖
少
病
、
樂
天
心
不
憂
﹂
と

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。
こ
れ
は
自
稱
詞
と
し
て
で

は
な
く
、
寡
欲
な
生
き
方
を
し
て
い
る
か
ら
、
少
し
病
む
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
天
命
を
樂
し
ん
で
心
に
憂
え
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う

意
味
だ
が
、
そ
の
背
後
に
は
自
己
の
字
の
ご
と
く
生
き
た
い
と
い

う
意
識
が
見
て
と
れ
る
。
元
和
六
年
︵
八
一
一
、
四
十
歳
︶
の
﹁
渭

村
退
居
、
寄
禮
部
崔
侍
郎
・
翰
林
錢
舍
人
詩　

一
百
韻
﹂︵
卷
十
五   

〇
八
〇
七
︶
に
も
、
同
樣
の
﹁
樂
天
無
怨
歎
、
倚
命
不
劻
勷
﹂
と
い

う
表
現
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
自
意
識
は
、
大
和
八
年
、
少
年
の
問
い
か
け
に
答
え
た

﹁
少
年
問
﹂︵
卷
六
十
五　

三
一
七
三
︶
の
﹁
號
作
樂
天
應
不
錯
、
憂
愁

時
少
樂
時
多
﹂
に
も
現
れ
て
い
る
。
該
句
は
、
若
者
が
白
居
易
に
、

な
ぜ
每
日
酒
に
醉
っ
て
は
歌
を
歌
っ
て
い
る
の
か
と
尋
ね
た
こ
と
へ

の
答
え
で
、
樂
天
と
號
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
天
が
私
を
樂
し
ま

せ
て
く
れ
る
か
ら
だ
。
愁
え
る
時
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
樂
し
い
こ
と

ば
か
り
だ
、
と
い
う
も
の
。
こ
こ
に
は
、
白
居
易
が
樂
天
と
い
う
字

を
天
與
の
も
の
と
考
え
て
お
り
、
プ
ラ
ス
的
な
意
味
づ
け
を
明
確
に

自
覺
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
洛
陽
時
代
の
開
成
四
年
の

﹁
追
歡
偶
作
﹂︵
卷
六
十
七　

三
三
九
八
︶
で
も
、
老
い
て
な
お
歡
樂
を

求
め
る
自
己
を
詠
じ
て
﹁
樂
天
﹂
と
自
稱
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
自

覺
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
っ
と
も
、﹁
樂
天
﹂
と
い
う
字
を
用
い
た
自
稱
は
、
マ
イ
ナ
ス

的
な
情
況
の
な
か
で
詠
じ
た
詩
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
長
慶
二
年
七
月
、
杭
州
赴
任
の
途
次
、
今
は
亡
き
李
杓
直
・

崔
虞
平
の
二
人
の
友
を
思
っ
て
感
慨
を
記
し
た
﹁
商
山
路
有
感
﹂

︵
卷
二
十　

一
三
一
〇
︶
や
、
開
成
元
年
、
貶
所
の
虔
州
で
死
去
し
た

楊
虞
卿
︵
妻
楊
氏
の
從
兄
︶
を
洛
陽
に
歸
葬
し
た
時
の
﹁
哭
師
皋
﹂

︵
卷
六
十
五　

三
〇
四
一
︶
等
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
開
成
四
年
十
月
六
日
朝
、﹁
風
疾
﹂
を
發
症
し
た
白
居

易
は
、
年
末
に
至
る
ま
で
に
﹁
病
中
詩　

十
五
首
﹂
と
い
う
連
作
を

詠
む
が
、
其
の
二
の
﹁
枕
上
作
﹂︵
卷
六
十
八　

三
四
〇
九
︶
は
以
下

の
よ
う
で
あ
る︶

14
︵

。

　
　

風
疾
侵
凌
臨
老
頭　
　

風
疾　

侵
凌
す　

老
に
臨
む
頭こ

ろ

　
　

血
凝
筋
滯
不
調
柔　
　

血
凝
り
筋
滯
り
て　

調
柔
な
ら
ず

　
　

甘
從
此
後
支
離
臥　
　

甘
ん
じ
て
此
よ
り
後　

支
離
し
て
臥
し

　
　

賴
是
從
前
爛
熳
遊　
　

 

賴さ
い
はひ
に
是
れ
前
に
從
ひ
て　

爛
熳
と
し

て
遊
ぶ
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迴
思
往
事
紛
如
夢　
　

 

迴
思
す
れ
ば　

往
事　

紛
と
し
て
夢
の

如
く

　
　

轉
覺
餘
生
杳
若
浮　
　

 

轉
た
覺
ゆ　

餘
生　

杳
と
し
て
浮
か
べ

る
が
若
き
を

　
　

浩
氣
自
能
充
靜
室　
　

浩
氣
は
自
ら
能
く
靜
室
に
充
ち

　
　

驚
飆
何
必
蕩
虛
舟　
　

 

驚
飆　

何
ぞ
必
ず
し
も
虛
舟
を
蕩う
ご

か
さ

ん

　
　

腹
空
先
進
松
花
酒　
　

腹
空
し
く
し
て　

先
づ
進
む
松
花
の
酒

　
　

膝
冷
重
裝
桂
布
裘　
　

膝
冷
え
て　

重
ね
て
裝
ふ
桂
布
の
裘

　
　

若
問
樂
天
憂
病
否　
　

 

若
し
樂
天
に
病
を
憂
ふ
る
や
否
や
と
問

は
ば

　
　

樂
天
知
命
了
無
憂　
　

 

天
を
樂
し
み　

命
を
知
り
て　

了つ
ひ

に
憂

ふ
る
無
し

　

こ
の
詩
か
ら
は
、
肢
體
の
不
如
意
や
餘
生
へ
の
不
安
を
覺
え
つ
つ

も
、
浩
然
の
氣
は
な
お
體
內
に
滿
ち
て
お
り
、
病
氣
に
負
け
な
い
姿

勢
が
見
て
と
れ
る
。
最
終
二
句
は
、
も
し
、
樂
天
た
る
私
に
病
氣
を

憂
え
て
い
る
か
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
天
命
を
樂
し
み
天
命
に
從
っ
て

い
る
か
ら
、
全
く
憂
い
は
な
い
と
答
え
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
も
の
。

假
定
の
問
答
を
設
定
し
、
前
句
の
﹁
樂
天
﹂
は
白
居
易
の
字
だ
が
、

後
句
で
は
、﹃
周
易
﹄﹁
繫
辭
上
傳
﹂
の
﹁
樂
天
知
命
﹂
の
語
句
に
連

續
さ
せ
て
、
病
中
の
心
境
を
吐
露
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
非
常
の

事
態
に
お
い
て
も
、
一
種
の
言
語
遊
戲
的
な
措
辭
と
な
っ
て
お
り
、

究
極
の
マ
イ
ナ
ス
的
な
情
況
下
だ
か
ら
こ
そ
、﹁
樂
天
﹂
と
い
う
字

が
よ
り
效
果
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
時
、
病
中
に
詠
じ
た
五
言
絶
句
﹁
病
中　

五
絕
︵
其
三
︶﹂

︵
卷
六
十
八　

三
四
一
三
︶
で
も
、﹁
多
幸
樂
天
今
始
病
、
不
知
合
要
苦

治
無
﹂
と
言
う
。
親
友
の
李
建
や
元
稹
の
亡
き
後
も
、
私
樂
天
は
幸

い
に
も
今
初
め
て
病
氣
に
な
っ
た
の
で
、
ね
ん
い
り
に
治
療
す
べ
き

か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
。
こ
こ
で
は
、﹁
樂
天
﹂
と
い
う
自

稱
が
、﹁
多
幸
﹂
と
い
う
形
容
語
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
强
調
さ
れ

て
い
る
。

　

同
じ
く
開
成
四
年
、
愛
馬
を
賣
り
に
出
し
、
別
れ
に
臨
ん
で
詠

じ
た
﹁
賣
駱
馬
﹂︵
卷
六
十
八　

三
四
一
八
︶
や
、
翌
開
成
五
年
三
月

三
十
日
の
﹁
春
盡
日
、
宴
罷
感
事
獨
吟
﹂︵
卷
六
十
八　

三
四
四
六
︶

に
も
用
い
ら
れ
て
い
て
、
愛
馬
と
愛
妓
の
樊
素
を
失
っ
た
寂
寥
が
、

字
の
﹁
樂
天
﹂
と
は
反
義
的
に
詠
出
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
作
例
を
見
る
と
、﹁
樂
天
﹂
と
い
う
自
稱
は
晩
年
に
增
え

る
が
、
內
心
の
自
己
へ
の
呼
び
か
け
や
亡
友
と
の
永
別
、
病
中
の
感

慨
や
愛
馬
・
愛
妾
と
の
別
れ
、
半
生
を
顧
み
て
の
胸
中
の
吐
露
な
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ど
、
情
況
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
に
か
か
わ
ら
ず
用
い
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
時
に
は
、
詩
中
に
お
け
る
﹁
樂
天
﹂
と
い
う
字
は
、

た
ん
な
る
字
を
超
え
て
、
白
居
易
の
内
面
世
界
そ
の
も
の
と
一
體
化

し
た
自
稱
詞
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
姓
と
字
を
と
も
に
用
い
た
例
も
見
ら
れ
る
。
元
和
十
二

年
、
香
爐
峯
の
北
麓
、
遺
愛
寺
の
西
邊
に
新
た
に
草
堂
を
建
て
、
胸

中
の
思
い
を
そ
の
場
で
石
に
記
し
た
﹁
香
鑪
峰
下
新
置
草
堂
、
卽
事

詠
懷
、
題
於
石
上
﹂︵
卷
七　

〇
三
〇
三
︶
に
は
、﹁
⋮
⋮
時
有
沈
冥

子
、
姓
白
字
樂
天
。
平
生
無
所
好
、
見
此
心
依
然
。
如
獲
終
老
地
、

忽
乎
不
知
還
。
⋮
⋮
﹂
と
言
う
。

　

詩
は
ま
ず
草
堂
の
周
圍
の
白
石
・
清
流
・
松
竹
が
揃
っ
た
美
し

い
風
景
を
描
寫
し
た
後
、
江
州
に
沈
淪
す
る
男
︵
沈
冥
子
︶
が
い
て
、

そ
の
姓
は
白
、
字
は
樂
天
と
い
わ
ば
名
乘
り
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
山
こ
そ
自
分
が
歸
着
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
超
然
と
し
た
場

所
で
あ
る
こ
と
を
揚
言
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
陶
淵
明
亡
き
後
數
百

年
、
廬
山
の
美
の
新
し
い
住
人
と
し
て
の
、
い
わ
ば
宣
言
と
も
言
う

べ
き
表
現
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
は
、
時
期
的
に
見
て
も
、
白
居
易
が

早
く
よ
り
自
己
の
姓
や
字
を
詩
に
詠
み
込
む
こ
と
に
自
覺
的
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
自
己
の
字
を
詩
題
と
し
、
詩
の
冒
頭
と
最
終
句
で
姓

と
字
を
連
用
し
て
い
る
最
晩
年
の
﹁
達
哉
樂
天
行
﹂︵
卷
六
十
九   

三
五
四
七
︶
こ
そ
、
白
居
易
の
︿
自
稱
﹀
表
現
の
極
め
つ
け
と
も
い

う
べ
き
作
品
で
あ
ろ
う
。

　
　

達
哉
達
哉
白
樂
天
、
分
司
東
都
十
三
年
。

　
　

七
旬
纔
滿
冠
已
挂
、
未
祿
半
及
車
先
懸
。

　
　

或
伴
遊
客
春
行
樂
、
或
隨
山
僧
夜
坐
禪
。

　
　

二
年
忘
卻
問
家
事
、
門
庭
多
草
厨
少
煙
。

　
　

庖
童
朝
告
鹽
米
盡
、
侍
婢
暮
訴
衣
裳
穿
。

　
　

妻
孥
不
悅
甥
姪
悶
、
而
我
醉
臥
方
陶
然
。

　
　

起
來
與
爾
畫
生
計
、
薄
產
處
置
有
後
先
。

　
　

先
賣
南
坊
十
畝
園
、
次
賣
東
都
五
頃
田
。

　
　

然
後

賣
所
居
宅
、
髣
彿
獲
緡
二
三
千
。

　
　

半
與
爾
充
衣
⻝
費
、
半
與
吾
供
酒
肉
錢
。

　
　

吾
今
已
年
七
十
一
、
眼
昏
鬚
白
頭
風
眩
。

　
　

但
恐
此
錢
用
不
盡
、
卽
先
朝
露
歸
夜
泉
。

　
　

未
歸
且
住
亦
不
惡
、
飢
餐
樂
飮
安
穩
眠
。

　
　

死
生
無
可
無
不
可
、
達
哉
達
哉
白
樂
天
。
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會
昌
二
年
、
七
十
一
歳
の
時
、
洛
陽
時
代
の
十
年
を
ふ
り
か
え
っ

て
、
權
力
に
と
ら
わ
れ
ず
、
世
俗
を
超
越
し
て
生
き
て
き
た
自
ら
の

人
生
を
、
年
數
や
家
產
に
卽
し
た
多
く
の
具
體
的
な
數
詞
表
現
を
交

え
つ
つ
、
總
括
し
て
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
部
分
的
に
は
、
先
に
擧
げ

た
﹁
自
誨
﹂
詩
へ
の
二
十
七
年
後
の
答
詩
と
も
い
え
る
作
で
あ
る
。

元
來
、
白
居
易
は
誰
よ
り
も
自
己
肯
定
の
名
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

詩
は
全
篇
そ
う
し
た
態
度
で
一
貫
し
て
お
り
、
究
極
の
自
畫
自
贊
の

詩
と
な
っ
て
い
る
。﹁
達
﹂
と
は
、
た
ん
な
る
﹁
放
達
﹂︵
物
事
に
こ

だ
わ
ら
ず
氣
ま
ま
な
さ
ま
︶
の
意
味
を
超
え
て
、
人
生
の
達
人
と
で
も

い
え
る
自
己
を
肯
定
す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、﹃
論
語
﹄﹁
微
子

篇
﹂
の
孔
子
の
語
を
ふ
ま
え
た
﹁
死
生
無
可
無
不
可
﹂
は
、
白
居
易

と
し
て
は
、
思
い
通
り
に
生
き
て
き
た
自
分
の
人
生
は
、
そ
う
惡
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

冒
頭
の
句
と
最
終
の
句
は
、
詩
題
そ
の
も
の
に
も
な
っ
て
お
り
、

白
居
易
の
自
己
肯
定
感
が
よ
り
强
く
表
出
さ
れ
て
い
る
。
い
か
な
る

實
人
生
に
も
幸
不
幸
は
混
在
す
る
は
ず
だ
が
、
そ
う
し
た
實
人
生
に

卽
し
た
回
顧
で
あ
り
な
が
ら
、
不
幸
と
は
無
縁
の
こ
う
し
た
表
現

は
、
詩
人
と
し
て
の
白
居
易
の
確
固
た
る
意
志
の
反
映
で
も
あ
ろ

う
。
他
者
が
白
居
易
の
生
き
方
を
評
し
て
﹁
達
哉
﹂
と
詠
じ
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
て
も︶

15
︵

、
白
居
易
み
ず
か
ら
が
﹁
達
哉
﹂
と
自
己
を
褒

め
、
高
く
肯
定
し
て
い
る
點
は
、
や
は
り
特
異
と
い
う
べ
き
作
で
あ

る
。

五
　
結
語

　

以
上
、
前
稿
に
續
い
て
、
三
つ
の
視
點
か
ら
白
居
易
の
︿
自
稱
﹀

表
現
に
つ
い
て
檢
討
し
て
き
た
。
結
論
的
に

べ
る
と
、
白
居
易

は
、
晩
年
、
佛
教
に
傾
倒
し
、
厚
く
信
仰
し
た
が
、
宗
教
的
な
︿
自

稱
﹀
表
現
と
し
て
、﹁
居
士
﹂
及
び
そ
の
複
合
形
や
﹁
道
士
﹂、
そ
れ

に
隱
遁
に
關
す
る
も
の
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
前
稿
で
擧
げ
た
詩
酒
の
う
ち
、
飮
酒
は
趣
味
と
い
う
よ
り

嗜
好
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
關
連
す
る
多
種
多
彩
な
︿
自
稱
﹀

表
現
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
に
對
し
て
、
花
木
や
松
竹
、
庭
園
、
音
樂

な
ど
に
對
す
る
愛
好
を
、
假
に
趣
味
的
な
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら

に
關
す
る
︿
自
稱
﹀
表
現
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の

他
の
﹁
行
路
子
﹂﹁
白
面
書
郎
﹂﹁
聲
華
客
﹂﹁
忘
機
客
﹂﹁
曝
背
翁
﹂

﹁
履
道
叟
﹂﹁
饞
叟
﹂
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
內
容
的
に
槪
括
し
が
た
い
單

發
的
な
︿
自
稱
﹀
表
現
は
、
數
多
く
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
に
比
べ
て
、
謙
稱
、
卑
稱
的
な
︿
自
稱
﹀
表
現
は
、
多
種

多
彩
で
あ
る
。
不
才
・
愚
・
狂
・
野
・
閑
・
獨
な
ど
、
表
面
上
、
字

義
的
に
は
負
的
價
値
を
内
在
す
る
語
を
冠
し
た
表
現
が
、
語
に
よ
っ
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て
使
用
時
期
に
や
や
か
た
よ
り
は
あ
る
も
の
の
、
樣
々
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
覽
す
る
と
、
江
州
左
遷
時
の
︿
自
稱
﹀
表
現

に
は
、
確
か
に
屈
折
し
た
自
己
否
定
的
な
感
情
が
看
取
さ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
以
外
の
多
く
は
、
苛
烈
な
政
治
の
世
界
に
身
を
置
き
な
が

ら
、
常
に
一
歩
退
い
た
地
歩
に
在
っ
て
、
自
己
を
保
全
し
、
自
己
の

本
性
を
養
っ
て
き
た
白
居
易
の
、
反
轉
し
た
價
値
觀
の
表
明
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
見
、
負
的
價
値
を
內
在
す
る
語

こ
そ
、
視
點
を
變
え
れ
ば
正
的
價
値
に
轉
換
、
變
質
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
白
居
易
の
內
な
る
自
負
や
餘
裕
、
遊
び
心

な
ど
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

白
居
易
の
官
歷
に
は
、
一
時
的
な
左
遷
や
不
本
意
な
赴
任
は
あ
っ

た
も
の
の
、
そ
の
生
涯
は
、
總
じ
て
高
級
官
僚
と
し
て
の
經
歷
の
連

續
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
、
こ
う
し
た
負
的
價
値
を
內
在
し
た
謙
稱
、

卑
稱
的
な
自
稱
詞
を
、
た
と
え
ば
假
に
孟
郊
や
賈
島
が
用
い
た
場
合

と
比
較
す
る
と
、
お
の
ず
か
ら
そ
の
意
味
合
い
の
差
異
は
明
白
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
眞
に
深
刻
、
痛
切
な
自
己
否
定

や
自
己
卑
下
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
多
く
は
む
し
ろ
自
尊
心
や

精
神
的
餘
裕
の
反
轉
と
し
て
の
︿
自
稱
﹀
表
現
を
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
白
居
易
の
謙
稱
、
卑
稱
的
︿
自
稱
﹀
表
現
も
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
は
白
居
易
に
顯
著
な
自
己
肯
定
の
表
出
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

　

で
は
、
姓
や
字
を
用
い
た
︿
自
稱
﹀
表
現
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

﹁
白
﹂
と
い
う
姓
を
冠
し
た
︿
自
稱
﹀
表
現
は
、
白
叟
・
白
老
・
白

翁
・
白
家
翁
・
白
道
士
な
ど
を
除
い
て
、
そ
の
多
く
が
官
職
名
と
結

合
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
白
贊
善
・
白
司
馬
・
白
太
守
・
白
使

君
・
白
舍
人
・
白
庶
子
・
白
監
・
白
侍
郎
・
白
尹
・
白
賓
客
・
白
少

傅
・
白
尙
書
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、
主
だ
っ
た
官
職
名
の
全
て
に
冠

せ
ら
れ
て
い
る
。
官
界
で
の
交
際
に
お
い
て
、
相
手
が
こ
う
し
た
呼

稱
を
用
い
る
の
は
自
然
な
こ
と
と
し
て
も
、
そ
れ
を
み
ず
か
ら
詩
の

本
文
に
お
い
て
繰
り
返
し
自
稱
詞
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
他
の
詩

人
に
は
見
い
だ
し
が
た
い
現
象
で
あ
る
。
そ
こ
に
も
、
白
居
易
の
自

己
愛
的
、
遊
戲
的
な
精
神
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
他
の

︿
自
稱
﹀
表
現
と
は
や
や
異
な
り
、
拔
き
が
た
い
高
級
官
僚
と
し
て

の
自
己
意
識
と
、
家
︵
白
一
族
︶
意
識
と
が
結
合
し
た
︿
自
稱
﹀
表

現
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、﹁
樂
天
﹂
と
い
う
字
も
、﹁
白
﹂
と
い
う
姓
と
同
じ
く
、
詩

中
に
お
い
て
︿
自
稱
﹀
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。﹁
自
誨
﹂

詩
で
は
、
自
己
へ
の
呼
び
か
け
と
し
て
連
用
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の

作
例
で
も
、
自
己
の
存
在
を
强
調
す
る
語
と
し
て
働
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
そ
こ
に
は
、﹁
白
﹂
と
い
う
姓
へ
の
誇
り
と
同
樣
に
、
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白
居
易
の
詩
に
お
け
る
︿
自
稱
﹀
表
現
︵
高
橋
︶

﹁
樂
天
﹂
と
い
う
字
へ
の
强
い
愛
着
が
見
て
と
れ
る
。﹁
白
﹂
は
、
字

義
と
し
て
は
白
い
色
彩
及
び
そ
こ
か
ら
抽
象
化
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を

主
と
し
て
明
示
す
る
も
の
だ
が
、﹃
周
易
﹄
に
由
來
す
る
﹁
樂
天
﹂

は
、
經
典
の
語
と
し
て
の
絶
對
的
な
意
味
と
イ
メ
ー
ジ
を
內
包
し
て

お
り
、
容
易
に
白
居
易
の
人
生
哲
學
へ
と
化
す
こ
と
が
可
能
な
語
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、﹁
樂
天
﹂
と
い
う
字
は
、
白
居
易
が
理
想
と

す
る
生
き
方
や
實
現
す
べ
き
人
生
の
境
地
を
集
約
し
た
言
葉
と
し

て
、
い
わ
ば
白
居
易
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
擔
保
す
る
言
葉
の
ひ

と
つ
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る︶

16
︵

。

　

加
え
て
思
う
に
、
元
稹
や
劉
禹
錫
の
詩
に
は
、
詩
題
︵
や
序
・
詩

中
︶
に
、
文
字
通
り
呼
び
名
で
あ
る
字
の
﹁
樂
天
﹂
が
、
そ
れ
ぞ
れ

約
九
十
例
前
後
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
お
の
ず
か
ら
白
居
易

自
身
の
字
に
對
す
る
愛
着
の
念
を
增
幅
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
小
稿
で
檢
討
し
て
き
た
白
居
易
の
多
種
多
彩
な
︿
自
稱
﹀

表
現
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
層
的

に
は
、
白
居
易
の
︿
自
稱
﹀
表
現
は
杜
甫
の
︿
自
稱
﹀
表
現
を
承
け

て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
兩
者
の
精
神
構
造
に
は
大
き
な
差
異
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
今
、
そ
の
點
に
つ
い
て
觸
れ
る
ゆ
と
り
は
な
い

が
、
前
稿
で
の
結
論
も
ふ
ま
え
て
再
說
す
れ
ば
、
詩
歌
も
他
の
藝
術

表
現
と
同
じ
く
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
詩
人
の
自
意
識
や
自
我
を
中
核

と
し
た
自
己
表
現
に
他
な
ら
な
い
。
詩
中
に
お
け
る
白
居
易
の
︿
自

稱
﹀
表
現
は
、
そ
の
自
己
愛
的
な
過
剩
な
自
意
識
や
自
我
の
湧
出
、

表
出
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
自
己
投
影
的
な
自
畫
像
と
解
釋
す
る

の
が
最
も
妥
當
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
そ
も
そ
も
自
稱
と
い
う
言
語
行
爲
は
、
他
者
と
の
關
係

性
に
お
い
て
初
め
て
意
味
を
有
す
る
行
爲
で
あ
る
。
白
居
易
の
多
種

多
彩
な
︿
自
稱
﹀
表
現
は
、
彼
が
、
家
族
や
親
戚
は
も
と
よ
り
、
士

人
社
會
に
お
い
て
、
多
く
の
友
人
や
知
人
た
ち
と
豐
か
な
人
間
關
係

を
築
い
た
な
か
か
ら
︵
た
と
え
、
そ
こ
に
微
妙
な
政
治
的
、
黨
派
的
親
疎

や
好
惡
の
別
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
︶、
交
際
の
實
態
に
應
じ
て
自

然
發
生
的
に
自
在
に
、
時
に
は
遊
戲
的
、
自
己
演
出
的
に
生
み
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
具
體
的
に

べ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
白

居
易
は
友
人
達
と
の
寄
贈
・
唱
酬
詩
に
お
い
て
、
そ
の
自
稱
詞
と
类

似
し
た
語
を
友
人
達
に
附
與
す
る
こ
と
も
あ
り
、
友
人
達
も
白
居
易

に
附
與
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
彼
ら
を
ひ
と
つ
の
詩
的
共
同
體

と
見
な
せ
ば
、
白
居
易
自
身
も
彼
の
知
友
た
ち
も
、
そ
の
饒
舌
な

︿
自
稱
﹀
表
現
自
體
を
樂
し
ん
で
い
た
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
ら
に
附
言
す
れ
ば
、
元
來
、
早
く
よ
り
古
代
中
國
の
士
人
社
會
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中
國
文
學
硏
究　

第
四
十
五
期

に
は
、
異
能
の
人
物
を
倂
稱
し
た
り
、
綽
名
を
附
與
し
て
評
語
と
す

る
文
化
的
土
壤
が
あ
っ
た
。
自
稱
と
し
て
も
、
晉
の
葛
洪
の
﹁
抱
朴

子
﹂
や
梁
の
陶
弘
景
の
﹁
華
陽
隱
居
﹂、
唐
の
王
績
の
﹁
東
皐
子
﹂

や
賀
知
章
の
﹁
四
明
狂
客
﹂
な
ど
、
別
號
を
も
つ
隱
者
や
詩
人
が
少

數
な
が
ら
存
在
し
た
。
白
居
易
の
︿
自
稱
﹀
表
現
も
、
そ
う
し
た
文

化
史
の
な
か
で
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
宋
代
中

期
以
降
、
歐
陽
脩
や
司
馬
光
な
ど
に
よ
っ
て
一
人
稱
と
し
て
の
雅
號

の
使
用
が
始
ま
り
、
そ
れ
が
士
大
夫
社
會
に
大
流
行
す
る
が︶

17
︵

、
そ
う

し
た
現
象
の
淵
源
に
、
白
居
易
の
︿
自
稱
﹀
表
現
は
位
置
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

注︵
１
︶ ﹁
白
居
易
の
詩
に
お
け
る
︿
自
稱
﹀
表
現
│
│
官
職
・
身
體
・
年
齡
・

詩
酒
に
卽
し
て
│
│
﹂︵﹃
中
國
文
學
硏
究
﹄
第
四
十
四
期
、
二
〇
一
八

年
︶、
參
照
。
以
下
、
小
稿
で
は
こ
れ
を
﹁
前
稿
﹂
と
い
う
。

︵
２
︶ 

以
下
、
白
居
易
詩
の
引
用
は
︿
那
波
本
﹀︵
四
部
叢
刊
本
︶
に
據
り
、

花
房
英
樹
著
﹃
白
氏
文
集
の
批
判
的
硏
究
﹄
の
作
品
番
號
を
付
す
が
、

他
本
に
よ
っ
て
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、﹁
補
遺
﹂
の
作
品
は
、︿
新

釋
漢
文
大
系
本
﹀
に
據
る
。
傍
線
は
筆
者
。
用
例
の
檢
索
は
平
岡
武
夫
・

今
井
清
編
﹃
白
居
易
歌
詩
索
引
﹄︵
同
朋
舍
出
版
、
一
九
八
九
年
︶
に
よ

る
。
ま
た
、
作
詩
の
時
點
・
地
點
・
背
景
や
解
釋
等
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
岡
村
繁
著
﹃
白
氏
文
集   

一
～
十
二
下
﹄︵︿
新
釋
漢
文
大
系
﹀
明

治
書
院
、
一
九
八
八
年
～
二
〇
一
七
年
︶、
朱
金
城
箋
校
﹃
白
居
易
集
箋

校
﹄
全
六
册
︵︿
中
國
古
典
文
學
叢
書
﹀
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八

年
︶、
謝
思
煒
撰
﹃
白
居
易
詩
集
校
注
﹄
全
六
册
︵︿
中
國
古
典
文
學
基

本
叢
書
﹀
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
︶
等
に
據
っ
て
い
る
。

︵
３
︶ 

白
居
易
の
居
士
と
し
て
の
意
識
に
つ
い
て
は
、
平
野
顯
照
﹁
居
士
を

表
明
す
る
白
居
易
の
心
情
﹂︵﹃
神
田
喜
一
郎
博
士
追
悼
中
國
學
論
集
﹄

二
玄
社
、
一
九
八
六
年
︶、
ま
た
そ
の
實
態
に
つ
い
て
は
、
下
定
雅
弘

﹁
齋
戒
す
る
白
居
易
﹂︵﹃
中
國
文
史
論
叢
﹄
創
刊
號
、
二
〇
〇
五
年
︶、

參
照
。

︵
４
︶ 

朱
金
城
﹃
白
居
易
硏
究
﹄﹁
讀
白
居
易
詩
札
記
︵
三
︶﹂︵
陝
西
人
民
出

版
社
、
一
九
八
七
年
、
三
一
八
頁
︶、
埋
田
重
夫
﹁
白
居
易
に
お
け
る
松

と
竹
﹂︵﹃
松
浦
友
久
博
士
追
悼
記
念
中
國
古
典
文
學
論
集
﹄
硏
文
出
版
、

二
〇
〇
六
年
︶
等
、
參
照
。

︵
５
︶ 

自
ら
を
﹁
不
才
﹂
と
稱
す
る
例
は
、︿
寒
泉
﹀
の
﹃
全
唐
詩
﹄
で
は
張

九
齡
・
劉
憲
・
沈
佺
期
・
王
維
・
劉
長
卿
・
孟
浩
然
・
韋
應
物
・
高
適
・

杜
甫
・
錢
起
・
顧
況
・
馮
宿
・
權
德
輿
な
ど
に
見
ら
れ
る
︵
劉
長
卿
・

孟
浩
然
・
杜
甫
が
各
２
首
、
他
は
各
１
首
の
み
︶
が
、
白
居
易
の
用
例

の
多
さ
は
顯
著
で
あ
る
。

︵
６
︶ 

中
唐
の
吏
隱
に
つ
い
て
は
、
赤
井
益
久
﹃
中
唐
詩
壇
の
硏
究
﹄﹁
第
Ⅴ

部   

第
一
章   

中
唐
に
お
け
る
吏
隱
に
つ
い
て
﹂︵
創
文
社
、
二
〇
〇
四

年
︶、
吉
川
忠
夫
﹁
白
居
易
に
お
け
る
仕
と
隱
﹂︵﹃
白
居
易
硏
究
講
座
﹄

第
一
卷
、
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
︶、
川
合
康
三
﹁
宦
遊
と
吏
隱
﹂︵﹃
中

國
讀
書
人
の
政
治
と
文
學
﹄
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
︶
等
、
參
照
。

 

　

な
お
、
谷
口
眞
由
実
﹁
杜
甫
詩
に
お
け
る
自
稱
表
現
│
│﹁
杜
陵
の
野
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白
居
易
の
詩
に
お
け
る
︿
自
稱
﹀
表
現
︵
高
橋
︶

老
﹂
を
中
心
に
│
│
﹂︵﹃
文
科
の
繼
承
と
展
開　

都
留
文
科
大
學
國
文

科
五
十
周
年
記
念
論
文
集
﹄
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
︶
に
よ
れ
ば
、

杜
甫
の
﹁
野
老
﹂
や
﹁
野
客
﹂
は
、
本
來
の
意
味
で
あ
る
在
野
の
士
を

强
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
白
居
易
の
用
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

︵
７
︶ ﹃
中
國
文
學
論
集
﹄
第
十
號
、
一
九
八
一
年
。
ま
た
、
中
尾
健
一
郎

﹃
古
都
洛
陽
と
唐
宋
文
人
﹄﹁
第
一
部  

第
一
章  

孟
郊
と
洛
陽
﹂︵
汲
古
書

院
、
二
〇
一
二
年
、
五
十
八
頁
︶
は
、
孟
郊
が
杜
甫
の
﹁
狂
﹂
を
承
け

て
、
白
居
易
よ
り
も
約
二
十
年
前
に
、﹁
狂
﹂
の
詩
境
を
詠
じ
て
お
り
、

白
居
易
へ
と
繼
承
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

 

　

な
お
、
中
國
古
代
の
知
識
人
と
﹁
狂
﹂
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
矢
嶋

美
都
子
﹃
佯
狂
│
│
古
代
中
國
人
の
處
世
術
﹄︵
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三

年
︶、
參
照
。
唐
詩
に
お
け
る
楚
狂
接
輿
の
故
事
を
ふ
ま
え
た
﹁
狂
歌
客
﹂

︵
狂
歌
者
・
狂
歌
老
︶
を
自
稱
と
す
る
用
例
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
お
り
、

白
居
易
に
つ
い
て
も
第
四
章
に
一
節
が
割
か
れ
て
い
る
。

︵
８
︶ 

杜
甫
の
﹁
狂
夫
﹂
に
つ
い
て
は
、
前
揭
の
二
宮
論
文
︵
五
五
～
五
九

頁
︶
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
後
藤
秋
正
・
松
本
肇
編
﹃
詩
語
の
イ

メ
ー
ジ　

唐
詩
を
讀
む
た
め
に
﹄﹁
狂
夫
﹂︵
東
方
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、

谷
口
眞
由
実
執
筆
︶
に
詳
し
い
。

︵
９
︶ ﹁
閑
﹂
に
關
し
て
は
、
例
え
ば
劉
禹
錫
の
﹁
春
日
書
懷
、
寄
東
洛
白

二
十
一
楊
八
二
庶
子
﹂︵﹃
全
唐
詩
﹄
卷
三
六
〇
︶
に
、﹁
心
知
洛
下
閑
才

子
、
不
作
詩
魔
卽
酒
顚
﹂
と
あ
る
。

︵
10
︶ ﹁
獨
﹂
字
を
冠
し
た
︿
自
稱
﹀
表
現
を
、
謙
稱
と
見
做
す
の
は
や
や
無

理
も
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
で
注
記
し
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
貞

元
二
十
年
頃
の
作
、﹁
冬
至
夜
懷
湘
靈
﹂︵
卷
十
三　

〇
六
六
一
︶
で
は

﹁
獨
眠
人
﹂、
渭
村
退
去
時
の
﹁
東
墟
晚
歇
﹂︵
卷
十
二　

〇
五
八
六
︶
で

は
﹁
獨
行
者
﹂、
寶
曆
二
年
の
﹁
郡
中
閑
獨
、
寄
微
之
、

寄
崔
湖
州
﹂

︵
卷
五
十
四　

二
四
五
七
︶
で
は
﹁
獨
吟
人
﹂
と
稱
し
、
大
和
三
年
の

﹁
葺
池
上
舊
亭
﹂︵
卷
五
十
二　

二
二
八
五
︶
で
は
﹁
獨
宿
翁
﹂、
大
和
五

年
の
﹁
與
諸
道
者
同
遊
二
室
、
至
九
龍
潭
作
﹂︵
卷
五
十
八   

二
八
八
四
︶

で
は
﹁
獨
往
客
﹂、
大
和
七
年
の
﹁
微
之
・
敦
詩
・
晦
叔
相
次
長
逝
、
巋

然
自
傷
、
因
成
二
絕
︵
其
一
︶﹂︵
卷
六
十
四　

三
〇
七
八
︶
や
、
大

和
九
年
の
﹁
龍
門
送
別
皇
甫
澤
州
赴
任
、
韋
山
人
南
遊
﹂︵
卷
六
十
五   

三
二
二
二
︶
で
は
﹁
獨
遊
人
﹂
と
も
稱
し
て
い
る
。

︵
11
︶ 

谷
口
眞
由
実
﹁
杜
甫
の
自
稱
表
現
と
﹁
北
征
﹂
詩
│
│﹁
杜
子
﹂
と

﹁
臣
甫
﹂
を
中
心
に
│
│
﹂︵﹃
お
茶
の
水
女
子
大
學
中
國
文
學
會
報
﹄
第

三
〇
號
、
二
〇
一
一
年
︶
に
よ
る
と
、
杜
甫
の
詩
中
に
見
ら
れ
る
名
前

な
ど
を
附
し
た
自
稱
表
現
は
、
杜
子
１
例
・
甫
６
例
・
子
美
１
例
で
あ

る
。
ま
た
、﹃
全
唐
詩
索
引
﹄︵
中
華
書
局
な
ど
︶
で
檢
索
す
る
と
、
元

稹
に
は
稹
１
例
・
微
之
１
例
、
劉
禹
錫
に
は
劉
郎
２
例
・
劉
生
１
例
・

劉
子
１
例
の
み
見
ら
れ
る
。

 

　

な
お
、
川
合
康
三
﹃
中
國
の
自
傳
文
學
﹄︵
創
文
社
、
一
九
九
六
年
、

三
十
一
頁
︶
に
よ
る
と
、
中
國
古
典
の
自
傳
︵
的
記

︶
に
お
い
て
は
、

自
身
を
姓
名
で
語
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
一
人
稱
代
名
詞
を
用

い
る
方
が
、
か
え
っ
て
特
別
な
意
味
を
帶
び
る
、
と

べ
て
い
る
。

︵
12
︶ ﹃
愛
知
縣
立
大
學
外
國
語
學
部
紀
要　

言
語
・
文
學
編
﹄
第
三
十
三
號
、

二
〇
〇
一
年
、
四
〇
八
～
四
一
一
頁
︶、
參
照
。

︵
13
︶ 
詩
の
序
に
お
け
る
用
例
と
し
て
、﹁
三
月
三
日
、
祓
禊
洛
濵
﹂︵
卷

六
十
六　

三
三
一
二
︶
の
序
、﹁
胡
・
吉
・
鄭
・
劉
・
盧
・
張
等
六
賢
、
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中
國
文
學
硏
究　

第
四
十
五
期

皆
多
年
壽
、
予
亦
次
焉
、
偶
於
弊
居
、
合
成
尙
齒
之
會
、
⋮
⋮
﹂︵
卷

七
十
一　

三
六
四
〇
︶
の
後
序
な
ど
が
あ
り
、
詩
題
で
は
﹁
刑
部
尙
書

致
仕
白
居
易
和
﹂︵
卷
七
十
一　

三
六
三
七
︶
が
あ
る
。

 

　

な
お
、
王
拾
遺
﹃
白
居
易
生
活
系
年
﹄﹁
白
居
易
世
系
﹂︵
寧
夏
人
民

出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
四
頁
︶
は
、﹁
阿
連
﹂
を
白
居
易
の
幼
名
と
し
、

自
稱
す
る
例
が
三
首
あ
る
と
す
る
が
、
朱
金
城
﹃
白
居
易
硏
究
﹄﹁
讀
白

居
易
詩
札
記
︵
一
︶﹂︵
三
〇
一
～
三
〇
三
頁
︶
や
神
鷹
徳
治
﹁
白
居
易
・

白
行
簡
の
幼
名
に
つ
い
て
﹂︵﹃
中
國
中
世
文
學
硏
究
四
十
周
年
記
念
論

文
集
﹄
白
帝
社
、
二
〇
〇
一
年
︶
等
で
は
、﹁
阿
連
﹂
は
幼
名
で
は
な
く
、

自
稱
は
一
首
の
み
と
考
證
さ
れ
て
い
る
。

︵
14
︶ 

こ
の
時
、
白
居
易
が
發
症
し
た
﹁
風
疾
﹂
に
つ
い
て
は
、
小
高
修

司
﹃
唐
代
文
人
疾
病
攷
﹄﹁
二  

白
居
易
﹁
風
痺
﹂
攷
﹂︵
知
泉
書
院
、

二
〇
一
六
年
︶
に
、
中
國
醫
學
の
立
場
か
ら
考
證
さ
れ
て
い
る
。

︵
15
︶ 

例
え
ば
、
姚
合
の
﹁
和
李
十
二
舍
人
裴
四
舍
人
兩
閣
老
酬
白
少
傅
見

寄
﹂︵﹃
全
唐
詩
﹄
卷
五
〇
一
︶
に
は
、﹁
林
中
長
老
呼
居
士
、
天
下
書
生

仰
達
人
﹂
と
い
う
句
が
見
え
る
。

︵
16
︶ 

白
居
易
の
名
と
字
が
そ
の
人
生
に
お
い
て
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、

松
浦
友
久
﹃
漢
詩
│
│
美
の
在
り
か
│
│
﹄﹁︵
Ⅰ
︶
詩
人
と
そ
の
詩
境   

白
居
易
﹂︵
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
二
年
、
八
〇
～
八
三
頁
︶、
參
照
。

︵
17
︶ 

北
宋
以
降
の
雅
號
の
流
行
に
つ
い
て
は
、
合
山
究
﹁
雅
號
の
流
行
と

宋
代
文
人
意
識
の
成
立
﹂︵﹃
東
方
學
﹄
第
三
十
七
輯
、
一
九
六
九
年
︶

に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

〔
前
稿
訂
補
〕

○ 

二
六
頁
上
段
三
・
五
行
目
：﹁
南
賓
主
﹂  

↓  ﹁
南
賓
守
﹂

○ 

四
〇
頁
注
︵
１
︶
一
一
行
目
：
谷
口
眞
由
美
﹁
杜
甫
詩
に
お
け
る
自
稱
表

現
│
│
杜
陵
の
野
老
を
中
心
に
│
│
﹂  

↓  

谷
口
眞
由
実
﹁
杜
甫
詩
に
お

け
る
自
稱
表
現
│
│﹁
杜
陵
の
野
老
﹂
を
中
心
に
│
│
﹂

○ 

官
職
名
に
關
す
る
自
稱
詞
と
し
て
、
公
府
吏
・
島
夷
師
・
疎
散
郡
丞
・
郡

吏
・
紫
薇
郎
・
紫
薇
翁
・
留
司
官
・
分
司
叟
な
ど
も
あ
る
。

〔
付
記
〕

　

岡
山
大
學
の
橘
英
範
先
生
よ
り
、
文
獻
資
料
の
御
惠
贈
に
與
り
ま
し
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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白
居
易
の
詩
に
お
け
る
︿
自
稱
﹀
表
現
︵
高
橋
︶

摘
　
要
：
通
讀
白
居
易
的
詩
會
發
現
，
除
＂
我
＂＂
吾
＂＂
余
＂＂
予
＂

等
第
一
人
稱
代
名
詞
之
外
，
他
從
各
種
方
面
來
稱
呼
、
認
識
自
己

的
語
言
表
達
要
遠
多
於
其
他
詩
人
。
這
種
自
我
稱
謂
有
兩
百
數
十

種
之
多
。

　
　
　

這
種
自
稱
一
部
分
爲
複
合
型
，
較
難
進
行
截
然
區
分
，
但
大

致
上
可
分
爲
：
①
由
官
職
得
名
②
由
身
體
情
況
得
名
③
由
年
齡
得

名
④
與
詩
酒
相
關
⑤
宗
教
性
、
趣
味
性
稱
謂
⑥
謙
称
、
卑
称
⑦
由

姓
、
字
而
來
的
稱
謂
及
其
他
。

　
　
　

本
稿
圍
繞
⑤
～
⑦
的
自
我
稱
謂
，
對
其
中
反
映
出
的
白
居
易

心
理
及
內
心
世
界
進
行
了
初
歩
的
分
析
和
考
察
。
宗
教
性
的
自
稱

多
與
佛
教
相
關
，
而
趣
味
性
的
則
不
那
麼
多
。
冠
以
不
才
、
愚
、

野
、
狂
等
謙
稱
類
自
稱
中
，
可
以
觀
察
到
白
居
易
將
負
面
價
値
轉

為
了
正
面
價
値
。
將
官
職
和
姓
同
用
及
用
到
字
＂
樂
天
＂
的
這
類

自
稱
，
屬
於
白
居
易
個
人
的
顯
著
特
色
，
反
映
出
他
身
爲
白
氏
一

族
的
榮
耀
感
以
及
對
自
己
字
的
深
切
喜
愛
。

　
　
　

從
結
論
上
來
說
，
這
類
自
我
稱
謂
是
白
居
易
的
自
我
喜
愛
、

過
剩
的
自
我
意
識
以
及
自
我
流
露
的
產
物
，
是
他
本
人
多
種
多
樣

的
自
畫
像
。
可
以
認
為
，
白
居
易
本
人
及
其
友
人
都
對
於
這
類
繁

複
的
自
我
稱
謂
樂
在
其
中
。

關
鍵
詞
：
白
居
易　

自
我
稱
謂　

宗
教　

謙
称　

姓　

字


